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一
． 

景
観
の
特
徴

　

自
然
と
地
形
を
基
調
と
し
た
景
観　
　

本
市
は
背
山
の
六
甲
山
地
と
、
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
平
野
部
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
六
甲
山

地
は
、
10
‐
1
に
あ
る
よ
う
に
山
頂
付
近
の
急
勾
配
の
六
甲
山
塊
と
、
奥
池
町
付
近
の
台
地
状
の
地
形
を
形
成
す
る
荒
地
山
山
塊
、

山
手
町
か
ら
南
部
の
比
較
的
緩
や
か
な
北
山
山
塊
か
ら
な
り
、
山
頂
か
ら
の
良
好
な
眺
望
と
平
野
部
か
ら
眺
め
る
山
並
み
景
観
に
寄

与
し
て
い
る
。
寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
摂
津
名
所
図
会
に
は
、
本
市
内
の
全
体
景
観
と
し
て
「
打
出
濱
」（
10
‐

2
）
と
「
芦
屋
里
」（
10
‐
3
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
両
者
と
も
海
辺
の
松
林
、
平
野
部
の
寺
社
仏
閣
や
塚
か
ら
、
遠
く
六
甲
山

地
を
望
む
景
観
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
繋
ぐ
も
の
が
海
か
ら
山
ま
で
連
続
し
た
芦
屋
川
沿
い
の
松
林
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
、

本
市
が
持
つ
自
然
と
地
形
を
基
調
と
し
た
景
観
の
構
造
を
形
づ
く
っ
て
い
た
。
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芦
屋
八
景
の
変
遷　
　

構
造
物
が
立
ち
並
ぶ
現
代
に
お
い
て
も
、
右
に
あ
げ
た
よ
う
な
景
観
が
市
民
か
ら
好
ま
れ
て
い
る
。
昭

和
二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
に
芦
屋
観
光
協
会
か
ら
芦
屋
八
景
が
一
般
募
集
さ
れ
、
選
定
の
結
果
「
芦
屋
十
景
」
と
な
っ
た
（
10

‐
4
・
10
‐
5
）。
十
景
の
う
ち
一
か
ら
四
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
展
望
、
五
か
ら
十
が
自
然
風
景
が
中
心
と
な
っ
て
い
る

が
、
前
者
も
六
麓
荘
の
見
越
し
の
松
、
高
座
の
滝
の
花か

崗こ
う

岩が
ん

、
奥
池
の
ア
カ
マ
ツ
林
、
城
山
の
コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
と
い
っ
た
特

色
あ
る
山
側
の
自
然
景
観
を
基
調
と
し
た
も
の
で
、
そ
こ
に
市
民
の
生
活
が
加
わ
っ
て
良
好
な
景
観
を
形
作
っ
て
い
る
も
の
で
あ

10-1　芦屋の地形
（出典）「芦屋市地域の特性等について」六甲砂防事務所

10-2　摂津名所図会「打出濱」

10-3　摂津名所図会「芦屋里」
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る
。
後
者
に
つ
い
て
は
平
野
部
の
塚
や
浜
、
河
川

の
緑
が
選
ば
れ
て
お
り
、
自
然
と
地
形
を
基
調
と

し
た
景
観
の
構
造
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

昭
和
四
十
年
に
は
芦
屋
十
景
に
続
く
も
の
と
し

て
、
新
あ
し
や
名
勝
が
選
考
委
員
に
よ
っ
て
選
定

さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
芦
屋
観
光
協
会
の
十
五
周

年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
「
新
芦
屋
十
景
」
の

募
集
を
し
た
が
、
市
民
か
ら
の
応
募
数
が
少
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
（
十
七
人
・
十
八
か
所
）
結

果
的
に
は
六
景
に
留
ま
っ
た
。
内
容
は
山
側
と
緑
や
ま
ち
な
み
に
、
芦
屋
川
や
河
畔
の
松
林
を
加
え
た
も
の
と
な
っ
た
。

　
　

一　

芦
屋
川
畔　
　
　
　
　

二　

松
浜
公
園　
　

三　

奥
池
周
辺　
　

四　

芦
有
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ

五　

ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン　
　

六　

会
下
山
遺
跡

　

市
政
四
十
周
年
を
迎
え
た
昭
和
五
十
五
年
に
は
、
市
民
か
ら
の
意
見
を
も
と
に
選
定
委
員
会
で
議
論
し
、
本
市
と
芦
屋
観
光
協
会

が
「
新
芦
屋
十
景
」
を
選
定
し
た
。
昭
和
二
十
九
年
選
定
の
芦
屋
十
景
か
ら
新
た
に
芦
屋
公
園
と
会
下
山
遺
跡
、
芦
屋
浜
シ
ー
サ
イ

ド
タ
ウ
ン
が
加
わ
り
、
山
・
川
・
海
の
自
然
景
観
を
好
み
つ
つ
、
新
た
な
生
活
環
境
へ
の
愛
着
が
増
し
て
い
る
様
子
が
伺
え
る
。
そ

10-4　昭和 29 年「芦屋十景」

10-5　昭和 29 年「芦屋十景」

一　

六
麓
荘
の
ド
ラ
イ
ブ

二　

高
座
の
滝
ハ
イ
キ
ン
グ

三　

奥
池
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト

四　

城
山
の
展
望

五　

芦
屋
天
神
の
つ
つ
じ

六　

芦
屋
川
畔
の
散
策

七　

親
王
塚
の
森

八　

芦
屋
浜
の
松
林

九　

ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
の
奇
勝

十　

霊
園
の
桜
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の
ほ
か
の
景
も
、「
奥
池
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
」
か
ら
「
奥
池
と
芦
有
道
路
の
景
観
」
へ
、「
親
王
塚
の
森
」
か
ら
「
打
出
の
史
跡
（
旧

打
出
地
区
一
帯
）」
へ
、「
霊
園
の
桜
」
か
ら
「
四
季
の
霊
園
」
へ
と
、
周
辺
へ
拡
が
り
年
間
を
通
じ
た
景
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

一　

芦
屋
川
畔　
　

二　

芦
屋
公
園　
　
　

三　

奥
池
と
芦
有
道
路
の
景
観　
　

四　

高
座
の
滝
と
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン　

五　

城
山　
　
　
　

六　

会
下
山
遺
跡　
　

七　

打
出
の
史
跡　
　
　
　
　
　
　

八　

四
季
の
霊
園

九　

芦
屋
神
社　
　

十　

芦
屋
浜
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン

　

芦
屋
観
光
協
会
は
設
立
六
十
周
年
と
な
る
平
成
二
十
一
年
、「
新
芦
屋
八
景
」
を
選
定
し
た
。
こ
れ
は
前
回
の
選
定
を
当
時
の
状
況

に
合
わ
せ
て
整
理
し
た
も
の
で
、
山
側
の
「
四
季
の
霊
園
」
が
「
重
要
文
化
財
旧
山
邑
家
住
宅
」
に
、「
芦
屋
浜
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ

ン
」
が
新
し
く
整
備
さ
れ
た
「
キ
ャ
ナ
ル
パ
ー
ク
と
潮
芦
屋
ビ
ー
チ
」
に
変
わ
っ
た
ほ
か
、
平
野
部
の
「
打
出
の
史
跡
」
が
選
外
と

な
っ
た
。
こ
の
選
定
か
ら
も
、
山
・
川
の
景
観
の
骨
格
は
変
わ
ら
ず
、
市
街
地
の
生
活
景
が
時
代
と
と
も
に
新
し
い
も
の
へ
と
更
新

さ
れ
て
い
る
様
子
が
伺
え
る
。

　
　

一　

奥
池
と
芦
有
道
路
の
景
観　
　

二　

高
座
の
滝
と
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン　
　

三　

城
山
と
会
下
山
遺
跡

四　

芦
屋
神
社　
　
　
　
　
　
　
　

五　

重
要
文
化
財
旧
山
邑
家
住
宅　
　
　

六　

芦
屋
川
河
畔

七　

芦
屋
公
園　
　
　
　
　
　
　
　

八　

キ
ャ
ナ
ル
パ
ー
ク
と
潮
芦
屋
ビ
ー
チ
周
辺
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自
然
の
分
布
の
変
遷　
　

本
市
の
自
然
は
、
緑
の
量
と

し
て
は
昭
和
四
十
年
代
か
ら
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
な

い
。
市
域
全
体
を
見
渡
す
と
、
海
浜
部
の
住
宅
地
開
発
に

伴
う
公
園
緑
地
が
増
え
て
い
る
が
、
中
規
模
公
園
が
計
画

的
に
整
備
さ
れ
て
い
る
の
は
海
浜
部
の
み
で
、
国
道
四
三

号
か
ら
山
裾
ま
で
の
間
に
は
ま
と
ま
っ
た
緑
が
ほ
と
ん
ど

な
い
（
10
‐
6
）。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
本
市
の
市
街
地

の
景
観
は
、
公
園
・
緑
地
で
は
な
く
南
北
に
通
る
芦
屋
川

や
街
路
樹
な
ど
を
通
し
て
北
側
に
見
渡
す
山
並
み
に
支
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
市
街
地
内
の
自
然
と
し
て

は
芦
屋
神
社
や
打
出
の
史
跡
な
ど
、
面
積
は
狭
い
な
が
ら

も
文
化
的
な
質
を
伴
っ
た
景
観
が
芦
屋
ら
し
さ
を
醸
し
だ

し
て
い
る
。

　

山
の
景
観
と
開
発　
　

個
々
の
景
観
を
み
る
と
、
山
側

の
六
甲
山
系
の
植
生
は
明
治
期
の
植
林
に
よ
る
コ
ナ
ラ
・

ア
ベ
マ
キ
群
落
や
、
ア
カ
マ
ツ
・
モ
チ
ツ
ツ
ジ
群
落
と

10-6　1974 年、1996 年にわたる芦屋市の緑量の変化　■＝緑地
（資料）細密数値情報 1974・1996 から作成
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い
っ
た
、
落
広
葉
樹
お
よ
び
針
葉
樹
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
四
季
に
よ
っ
て
彩
り
を
変
え
る
景

観
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
（
10
‐
7
）。
自
然
植
生
は
荒
地
山
山
塊
の
台
地
状
の
地
形
に
残
っ

て
お
り
、
奥
池
周
辺
の
ア
カ
マ
ツ
・
ハ
ナ
ゴ
ケ
群
落
や
ご
ろ
ご
ろ
岳
周
辺
の
ヌ
マ
ガ
ヤ
オ
ー

ダ
ー
（
湿
原
の
植
生
）
な
ど
が
あ
る
。
な
か
で
も
「
奥
池
周
辺
の
湿
地
植
物
群
落
」
は
『
兵
庫

県
版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
2
0
0
3
』
の
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
貴
重
な
植
物
群
落
（
A
ラ

ン
ク
）
と
し
て
、
ま
た
「
東
お
多
福
山
の
ス
ス
キ
・
ネ
ザ
サ
群
落
」
は
同
（
B
ラ
ン
ク
）
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
、
谷
筋
沿
い
で
コ
ブ
シ
、
コ
ム
ラ
サ
キ
、
ヤ
ブ
ウ
ツ
ギ
な

ど
の
貴
重
な
植
物
が
多
く
分
布
す
る
。
芦
屋
八
景
・
十
景
を
み
て
も
、
多
く
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
や
奥
池
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
の
景
観
が
市
民
に
好
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
こ
れ
ら
季
節

感
豊
か
な
植
生
が
影
響
し
て
い
る
。
ま
た
、「
芦
屋
市
の
み
ど
り
と
景
観
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

一
九
九
一
」
で
も
、
芦
屋
ら
し
い
景
観
と
し
て
山
並
み
や
山
手
の
住
宅
地
が
あ
げ
ら
れ
、
豊
か

な
自
然
と
調
和
し
た
住
宅
地
の
景
観
が
好
ま
れ
て
い
る
。

　

山
手
開
発
の
初
期
の
代
表
で
あ
る
奥
山
の
開
発
は
、
昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
の
芦
有

ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
（
一
〇
・
六
七
キ
ロ
）
の
建
設
に
続
き
、
昭
和
三
十
九
年
か
ら
奥
山
地
区
約

一
二
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
山
地
が
芦
有
開
発
株
式
会
社
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。

奥
山
地
区
一
帯
は
昭
和
三
十
一
年
に
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
六
甲
山
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

10-7　アカマツ林の景観10-8　山手住宅地の景観
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緩
や
か
な
南
向
き
の
斜
面
は
当
時
の
市
長
の
「
芦
屋
を
東
洋
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
」
と
い
う
理
想
に
近
い
立
地
条
件
で
あ
っ
た
。
反

面
、
自
然
公
園
法
の
特
別
地
域
内
の
許
可
基
準
や
風
致
地
区
、
近
郊
緑
地
保
全
区
域
や
保
安
林
、
砂
防
指
定
地
と
い
っ
た
規
制
も
多

く
、
開
発
に
は
環
境
を
破
壊
し
な
い
よ
う
十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
た
。
開
発
後
も
奥
池
町
、
奥
池
南
町
共
に
自
治
会
に
よ
っ
て
任
意

の
建
築
協
定
が
定
め
ら
れ
、
平
成
十
七
年
か
ら
は
地
区
計
画
で
も
緑
被
率
な
ど
の
既
存
規
制
に
加
え
建
築
物
の
用
途
規
制
を
設
け
る

な
ど
、
住
民
に
よ
る
良
好
な
住
宅
地
景
観
の
保
全
が
継
続
さ
れ
て
い
る
（
10
‐
8
）。

　

も
う
一
つ
の
山
手
開
発
の
代
表
で
あ
る
六
麓
荘
町
地
区
は
、
本
市
北
東
端
部
の
山
手
地
区
で
あ
り
、
北
は
市
街
化
調
整
区
域
、
東

は
西
宮
市
の
苦
楽
園
と
接
し
た
自
然
豊
か
な
住
居
地
区
で
あ
る
。
昭

和
三
年
か
ら
同
じ
く
背
山
を
持
つ
香
港
島
の
高
級
住
宅
地
を
手
本

に
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
な
か
に
低
層
住
宅
を
中
心
に
開
発
さ
れ
て

き
た
。
そ
の
後
も
住
民
の
高
い
意
識
と
恵
ま
れ
た
環
境
を
背
景
に
、

日
本
で
も
屈
指
の
緑
豊
か
で
自
然
に
恵
ま
れ
た
良
好
な
ま
ち
な
み

が
形
成
さ
れ
て
き
た
。「
現
在
の
緑
豊
か
な
自
然
と
の
調
和
を
図
り

つ
つ
、
低
層
の
戸
建
て
住
宅
を
中
心
と
し
た
良
好
な
住
環
境
を
保

全
、
育
成
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
す
る
」
六
麓
荘
町
地
区
地
区

計
画
（
計
画
区
域
は
町
域
全
体
七
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
が
平
成
十
八

（
二
〇
〇
六
）
年
九
月
二
十
六
日
に
策
定
さ
れ
た
（
10
‐
9
）。
こ

10-9　六麓荘町地区地区計画　区域図
（出典）芦屋市公式ホームページ
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れ
は
町
内
会
が
運
営
し
て
い
た
任
意
の
建
築
協
定
を
も
と
に
し
て
お
り
、
そ
の
土
地
利
用
方
針
は
「
こ
れ
ま
で
の
自
然
豊
か
で
戸
建

て
住
宅
主
体
の
良
好
な
住
宅
地
を
保
全
、
育
成
す
る
よ
う
土
地
利
用
を
誘
導
し
、
既
存
樹
木
に
つ
い
て
は
、
極
力
伐
採
を
避
け
移
植

す
る
等
保
存
に
努
め
、
敷
地
内
に
は
積
極
的
に
植
栽
を
行
い
緑
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
隣
地
の
眺
望
を
阻
害
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
維
持
管
理
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
土
地
の
形
状
は
で
き
る
限
り
保
全
し
、
ま
た
、
防
災
面
に
も
配
慮
し
、
近
隣
に
影
響

を
及
ぼ
す
よ
う
な
著
し
い
土
地
の
形
状
の
変
更
は
行
わ
な
い
よ
う
に
努
め
る
。」
と
あ
り
、
豊
か
な
緑
を
基
調
と
し
た
景
観
を
保
全

す
る
こ
と
を
中
心
に
据
え
た
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
「
昭
和
の
初
期
に
先
輩
方
が
心
を

こ
め
て
造
成
し
、
日
本
屈
指
の
緑
豊
か
で
自
然
に
恵
ま
れ
た
住
宅
地
を
つ
く
ろ
う
と
し

た
ま
ち
の
理
念
を
継
承
」
す
べ
く
平
成
十
九
年
六
月
十
六
日
の
六
麓
荘
町
内
会
定
期
総

会
に
て
「
改
訂
六
麓
荘
町
建
築
協
定
」
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
敷
地
や
建
築
面

積
、
建
築
物
お
よ
び
そ
の
他
の
デ
ザ
イ
ン
指
針
な
ど
に
加
え
て
、
地
区
計
画
と
整
合
さ

せ
た
「
敷
地
の
道
路
に
面
す
る
囲
障
は
生
垣
ま
た
は
見
通
し
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
フ
ェ

ン
ス
な
ど
と
す
る
こ
と
」（
第
六
条
一
〇
）
や
「
緑
地
率
の
最
低
限
度
は
四
〇
％
ま
た
は

三
〇
％
と
す
る
。（
緑
地
面
積
十
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
、
高
木
一
本
か
つ
、
中
木
二
本

を
植
栽
す
る
こ
と
）」（
第
六
条
一
五
）、
と
と
も
に
「
敷
地
内
に
は
積
極
的
に
植
栽
を
行

い
緑
化
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
、
空
地
の
所
有
者
は
一
年
に
一
回
以
上
の
草
刈
並
び
に

樹
木
の
手
入
れ
を
行
う
な
ど
、
隣
地
の
眺
望
を
阻
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
（
高
さ
十

10-10　芦屋川から六甲山系を望む景観
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メ
ー
ト
ル
程
度
）
保
守
管
理
を
お
こ
た
ら
な
い
こ
と
。」（
第
六
条
一
六
）
と
い
っ
た
緑
豊
か

な
ま
ち
な
み
を
保
全
す
る
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
地
区
計
画
の
う
ち
、
敷
地
面
積

を
四
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
規
定
す
る
部
分
に
つ
い
て
な
ど
確
認
申
請
と
リ
ン
ク
す
る

項
目
に
つ
い
て
は
、「
芦
屋
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条

例
」
改
正
案
と
し
て
平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
二
日
の
市
議
会
に
お
い
て
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
、
平
成
十
九
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

　

市
街
地
の
景
観
と
開
発　
　

市
街
地
景
観
の
骨
格
は
、
六
甲
山
地
か
ら
瀬
戸
内
海
に
流
れ

込
む
芦
屋
川
と
宮
川
で
あ
る
。
大
正
期
、
芦
屋
川
に
は
上
流
の
開
森
橋
や
山
手
町
付
近
ま
で

松
林
が
続
い
て
い
た
が
、
台
風
で
の
倒
木
や
水
害
の
際
の
土
の
う
の
代
用
に
よ
っ
て
上
流
部

の
松
林
は
減
少
し
、
今
で
は
松
並
木
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
そ
の
後
、
芦
屋
公
園
を
含

む
業
平
橋
ま
で
の
川
沿
い
に
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
に
約
四
〇
〇
本
の
ク
ロ
マ
ツ
が
植
樹

さ
れ
た
こ
と
や
、
第
三
種
風
致
地
区
（
建
物
高
さ
一
五
メ
ー
ト
ル
以
下
、
建
ぺ
い
率
四
〇
％

以
下
な
ど
）
を
中
心
と
し
た
芦
屋
川
風
致
地
区
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
芦
屋
川
周
辺

は
建
物
と
樹
木
が
一
体
と
な
っ
た
良
好
な
河
川
・
住
宅
景
観
を
形
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
芦

屋
川
は
周
辺
の
高
さ
規
制
の
効
果
も
あ
り
、
海
か
ら
山
ま
で
眺
望
が
通
る
視
点
場
と
し
て

も
、
芦
屋
の
景
観
の
骨
格
と
な
っ
て
い
る
（
10
‐
10
）。
一
方
で
市
街
地
に
は
、
駅
前
再
開

平成10年 昭和39年

10-11　市街地の景観の変化
（出典）『あしや子ども風土記　写真で見る芦屋今むかし』
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発
や
大
規
模
集
合
住
宅
の
建
設
に
伴
っ
て
、
山
を
望
む
景
観
が
阻
害
さ
れ
る
と
い
う
課
題
も
含
ま
れ
て
い
る
。「
芦
屋
市
の
み
ど
り
と

景
観
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
一
九
九
一
」
で
も
景
観
の
良
く
な
い
場
所
と
し
て
J
R
芦
屋
駅
周
辺
が
あ
げ
ら
れ
る
な
ど
、
高
層
棟

が
山
腹
の
中
景
の
見
通
し
を
阻
害
す
る
こ
と
は
、
本
市
の
景
観
の
大
き
な
課
題
と
い
え
る
（
10
‐
11
）。

　

海
岸
部
の
景
観
と
開
発　
　

海
岸
部
に
は
自
然
地
域
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
宮
川
沿
い
の
芦
屋
中
央
公
園
や
キ
ャ
ナ
ル
パ
ー
ク
沿
い

の
陽
光
緑
地
、
芦
屋
市
総
合
公
園
の
潮
芦
屋
浜
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
自
然
的
な
環
境
が
、
芦
屋
浜
の
高
層
住
宅
群

や
阪
神
高
速
道
路
湾
岸
線
な
ど
の
大
規
模
人
工

構
造
物
の
視
覚
的
圧
迫
感
を
そ
の
緑
量
で
一
定

程
度
緩
和
し
、
近
代
都
市
と
し
て
の
景
観
を
形

成
し
て
い
る
。

　

昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
か
ら
五
十
五
年

ま
で
か
け
た
埋
立
地
の
開
発
と
し
て
、
昭
和

四
十
七
年
に
芦
屋
浜
開
発
計
画
が
策
定
さ
れ

た
。
昭
和
五
十
年
八
月
五
日
号
の
「
広
報
あ
し

や
」
で
は
、
中
央
部
の
高
層
住
宅
に
つ
い
て
計

画
詳
細
が
説
明
さ
れ
、
六
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
緑
の
ひ
ろ
ば
を
つ
な
げ
る
こ
と
で
「
人
が
住

10-12　芦屋浜のグリーンネットワーク
（出典）「広報あしや」昭和 50 年 8 月 5 日号
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む
、
し
あ
わ
せ
が
芽
生
え
る
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
が
示
さ
れ

た
。
六
つ
の
区
画
の
中
央
に
は
、
山
・
林
・
池
な
ど
自
然
を
テ
ー
マ
と
し
た
約
一
万
平

方
メ
ー
ト
ル
の
広
場
を
つ
く
り
、
こ
れ
ら
は
歩
行
者
と
自
転
車
専
用
の
緑
道
で
つ
な
が

れ
、
北
西
部
の
地
区
公
園
へ
と
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
歩
車
分
離
の
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、
良
好
な
ま
ち
な
み
と
近
隣
の
交
流
が
図
ら
れ
た
。
埋
立
地
全
体
を

俯ふ
か
ん瞰
し
て
も
、
住
区
を
取
り
巻
く
外
周
護
岸
に
海
浜
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
が
設
置
さ
れ
、

中
低
層
住
宅
の
戸
建
て
周
り
に
は
十
分
な
緑
化
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
海
辺

の
環
境
と
一
体
と
な
っ
た
埋
立
地
全
体
で
の
緑
景
観
の
形
成
が
図
ら
れ
て
い
る
（
10
‐

12
）。
海
浜
部
の
た
め
、
埋
立
地
東
北
部
で
植
栽
実
験
を
行
な
い
、
埋
立
地
に
適
し
た

樹
種
を
選
定
し
た
。
こ
の
よ
う
な
「
緑
ゆ
た
か
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
ふ
ま

え
た
緑
化
に
よ
っ
て
全
埋
立
地
公
園
化
が
推
進
さ
れ
た
（
10
‐
13
）。

二
． 

景
観
を
守
る
制
度
・
計
画

　

背
景　
　

本
市
は
昭
和
十
五
年
に
精
道
村
か
ら
市
と
な
っ
た
。
昭
和
二
十
六
年
に
は
「
芦
屋
国
際
文
化
住
宅
都
市
建
設
法
」
が
制

定
さ
れ
て
、
国
際
文
化
あ
ふ
れ
る
住
宅
都
市
の
建
設
と
い
う
目
標
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
同
市
を
国
際
文
化
住
宅
都
市

と
し
て
外
国
人
の
居
住
に
も
適
合
す
る
よ
う
に
建
設
し
、
外
客
の
誘
致
、
こ
と
に
そ
の
定
住
を
図
り
、
わ
が
国
の
文
化
観
光
資
源
の

10-13　海沿いの陽光緑地
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利
用
開
発
に
資
し
、
も
つ
て
国
際
文
化
の
向
上
と
経
済
復
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」
と
う
た
わ
れ
て
い
る
国
際
性
を

視
野
に
入
れ
た
画
期
的
な
法
律
で
あ
っ
た
。

　

昭
和
十
六
年
に
は
芦
屋
都
市
計
画
区
域
が
決
定
さ
れ
、
用
途
地
域
や
風
致
地
区
な
ど
の
区
域
が
西
宮
都
市
計
画
か
ら
独
立
し
て
い

る
。
昭
和
二
十
一
年
に
は
、
都
市
計
画
道
路
・
公
園
な
ど
の
計
画
を
決
定
し
、
昭
和
二
十
七
年
か
ら
公
園
の
供
用
が
開
始
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
昭
和
三
十
二
年
に
は
、
六
甲
山
で
「
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
」
特
別
地
域
が
指
定
さ
れ
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
ま
ち
の

方
向
性
が
定
ま
っ
て
き
た
。
昭
和
三
十
九
年
に
は
「
芦
屋
市
民
憲
章
」
が
制
定
さ
れ
、「
緑
豊
か
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
が
め
ざ
さ

れ
た
。「
わ
た
く
し
た
ち
芦
屋
市
民
は
、
自
然
の
風
物
を
愛
し
、
ま
ち
を
緑
と
花
で
つ
つ
み
ま
し
ょ
う
。」
と
記
さ
れ
た
憲
章
は
、
そ

の
後
の
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
基
盤
と
な
る
。

　

景
観
に
関
わ
る
法
制
度
の
変
遷　
　

昭
和
三
十
年
代
後
半
、
京
阪
神
の
大
都
市
で
は
産
業
と
人
口
の
過
密
化
が
進
み
、
近
郊
の
無

秩
序
な
市
街
化
が
問
題
と
な
っ
た
。
一
方
、
周
縁
部
の
地
域
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
開
発
へ
の
圧
力
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
市
街
地
の

無
秩
序
な
膨
張
を
防
止
し
、
外
周
部
で
は
自
然
環
境
と
の
調
和
が
図
ら
れ
た
魅
力
あ
る
都
市
の
育
成
、
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
必
要

と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、「
近
畿
圏
の
整
備
に
関
す
る
総
合
的
な
計
画
」
と
し
て
昭
和
三
十
八
（
一
九
六
三
）
年
に

「
近
畿
圏
整
備
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。
同
法
に
基
づ
き
、
既
成
都
市
区
域
、
近
郊
整
備
区
域
、
都
市
開
発
区
域
お
よ
び
保
全
区
域
な

ど
が
指
定
さ
れ
た
。
近
畿
圏
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

次
い
で
昭
和
三
十
九
年
、
大
都
市
の
周
辺
部
と
外
周
部
に
お
い
て
、
魅
力
あ
る
都
市
を
整
備
・
開
発
す
る
た
め
の
具
体
的
手
法
を

規
定
し
た
「
近
畿
圏
の
近
郊
整
備
区
域
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
及
び
開
発
に
関
す
る
法
律
」（
昭
和
三
十
九
年
）
が
制
定
さ
れ
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た
。
さ
ら
に
同
法
に
基
づ
い
た
各
区
域
の
建
設
計
画
が
策
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
基
本
整
備
計
画
、
建
設
計
画
お

よ
び
事
業
計
画
と
い
う
体
系
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
昭
和
四
十
二
年
に
制
定
さ
れ
た
「
近
畿
圏
の
保
全
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
各
保
全
区
域
に
「
保
全

区
域
整
備
計
画
」
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
既
成
都
市
区
域
の
近
郊
に
お
い
て
特
に
保
全
効
果
の
高
い
緑
地
に
つ
い
て

は
、
昭
和
四
十
三
年
と
四
十
六
年
に
、
西
宮
市
、
宝
塚
市
、
本
市
の
三
市
に
ま
た
が
る
六
甲
山
の
緑
を
保
全
す
る
目
的
で
、
総
計

三
九
五
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
「
近
郊
緑
地
保
全
区
域
」
が
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
北
部
の
山
麓
地
域
は
ほ
ぼ
全
域
が
近
郊
緑
地
保

全
区
域
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
緑
地
の
保
全
に
関
す
る
法
制
度
の
整
備
が
順
次
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

景
観
基
本
計
画
と
景
観
条
例　
　

国
際
文
化
住
宅
都
市
の
美
観
形
成
は
早
く
か
ら
都
市
づ
く
り
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
が
、
平
成
二

（
一
九
九
〇
）
年
に
景
観
基
礎
調
査
を
実
施
し
た
の
が
景
観
施
策
へ
の
最
初
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

基
礎
調
査
に
よ
る
と
、
芦
屋
ら
し
い
景
観
を
つ
く
る
重
要
な
施
設
に
は
寺
社
や
史
跡
な
ど
の
歴
史
資
源
と
と
も
に
洋
館
・
和
館
な

ど
の
建
造
物
が
多
く
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
芦
屋
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
雰
囲
気
の
あ
る
と
こ
ろ
を
「
景
観
ポ
イ

ン
ト
」（
二
五
か
所
）
と
し
、
新
し
い
商
業
施
設
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
も
景
観
に
配
慮
し
て
い
る
建
物
を
「
景
観
ス
ポ
ッ
ト
」（
二
五

か
所
）
と
し
て
評
価
し
た
。
景
観
ポ
イ
ン
ト
に
は
、
地
道
の
路
地
、
洋
館
・
和
館
の
門
構
え
や
塀
と
庭
木
に
よ
る
雰
囲
気
の
あ
る
と

こ
ろ
が
多
く
、
暮
ら
し
の
風
景
が
芦
屋
ら
し
さ
を
創
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
景
観
ス
ポ
ッ
ト
は
、
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の

な
か
に
、
景
観
ポ
イ
ン
ト
に
み
ら
れ
る
暮
ら
し
の
し
つ
ら
え
が
か
た
ち
を
変
え
て
継
承
さ
れ
て
い
る
建
物
だ
と
い
え
る
。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
（
芦
屋
市
の
み
ど
り
と
景
観
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
一
九
九
一
）
で
は
、
芦
屋
ら
し
い
景
観
と
し
て
芦
屋
川
沿
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い
の
景
観
と
山
並
み
や
山
手
の
住
宅
地
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
調
査
を
ふ
ま
え
、
芦
屋
市
都
市
景
観
形
成
基
本
計
画
が
平
成
六
年
に
策
定
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
は
、
昭
和
四
十
八

（
一
九
七
三
）
年
の
緑
ゆ
た
か
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
第
三
条
（
緑
ゆ
た
か
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
達
成
す
る
た
め
の
総

合
的
な
基
本
計
画
）
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
計
画
で
は
、
芦
屋
の
景
観
構
造
を
示
し
、
都
市
景
観
の
特
性
か
ら
「
自

然
景
観
」
と
「
市
街
地
景
観
」
に
類
型
し
、
都
市
の
骨
格
と
な
る
主
要
道
路
や
河
川
沿
い
の
景
観
を
「
景
観
軸
」、
歴
史
的
景
観
拠

点
や
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
、
界
隈
や
環
境
景
観
点
な
ど
特
徴
的
な
景
観
を
示
す
と
こ
ろ
を
「
景
観
点
」
と
位
置
づ
け
、
市
域
の
景
観
の
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
計
画
を
示
す
と
と
も
に
、
芦
屋
川
地
区
、
六
麓
荘
地
区
、
J
R
芦
屋
駅
周
辺
地
区
、
阪
神
打
出
駅
周
辺
地
区
、
芦
屋

浜
地
区
に
つ
い
て
都
市
景
観
モ
デ
ル
地
区
計
画
を
検
討
し
て
い
る
。

　

こ
の
計
画
の
実
現
の
た
め
の
景
観
条
例
制
定
の
準
備
を
し
て
い
る
と
き
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
た
。
大
き
な
被
害
を
う

け
た
市
街
地
の
復
興
が
緊
急
課
題
と
な
り
、
景
観
条
例
へ
の

取
り
組
み
は
停
滞
し
た
。
震
災
に
よ
り
景
観
ポ
イ
ン
ト
の
多

く
を
喪
失
し
、
芦
屋
ら
し
い
住
宅
地
景
観
を
見
失
っ
て
い
る

な
か
で
、
平
成
八
年
芦
屋
市
都
市
景
観
条
例
が
成
立
し
た
。

　

景
観
条
例
で
は
、
景
観
形
成
基
本
計
画
の
策
定
、
景
観
地

区
・
景
観
重
要
建
築
物
等
の
指
定
、
大
規
模
建
築
物
の
届
出

制
度
、
景
観
市
民
団
体
・
景
観
市
民
協
定
、
都
市
景
観
に
関

10-14　景観構造図
（出典）「芦屋市都市景観形成基本計画」
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す
る
表
彰
や
助
成
制
度
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
条
例
に
基
づ

き
平
成
八
年
に
景
観
形
成
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
た
が
、
そ

の
内
容
は
、
平
成
六
年
に
策
定
さ
れ
た
芦
屋
市
都
市
景
観
形

成
基
本
計
画
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
る
。

　

景
観
構
造
（
10
‐
14
）
を
示
し
、
山
と
海
の
景
観
と
眺
望

景
観
に
関
す
る
自
然
景
観
計
画
、
丘
：
山
麓
市
街
地
、
街
：

中
央
市
街
地
、
浜
：
臨
海
市
街
地
に
住
宅
地
を
類
型
し
整
備

方
針
を
示
す
市
街
地
景
観
計
画
、
河
川
軸
・
道
路
軸
・
軌
道

軸
と
道
・
緑
・
水
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
景
観
に
関
す
る
景
観

軸
形
成
計
画
（
10
‐
15
）、
本
市
の
景
観
構
造
を
特
徴
づ
け

る
ポ
イ
ン
ト
や
地
区
特
性
の
拠
り
所
と
な
る
建
築
物
や
街
角
、
道
・
緑
・
水
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
保
全
・
整
備
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
景

観
点
の
抽
出
と
計
画
の
た
め
の
景
観
点
形
成
計
画
が
、
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
計
画
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
地
区
別
計
画
の
対
象
と
な

る
モ
デ
ル
地
区
に
は
、
既
に
検
討
さ
れ
て
い
た
五
地
区
の
ほ
か
に
、
岩
園
地
区
や
山
手
地
区
、
震
災
復
興
事
業
区
域
な
ど
も
検
討
対

象
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
加
え
て
、
具
体
的
に
景
観
行
政
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
助
言
・
指
導
や
助
成
な
ど
の
施
策
運
用

の
方
針
と
公
共
空
間
に
お
け
る
景
観
整
備
事
業
の
推
進
の
方
策
を
示
し
、
市
と
し
て
の
取
り
組
み
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
市
民

な
ど
の
参
加
に
よ
る
景
観
形
成
の
推
進
の
必
要
を
示
す
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

10-15　景観軸形成計画図
（出典）「芦屋市都市景観形成基本計画」
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運
用
に
お
い
て
は
、
震
災
後
の
復
興
過
程
で
、
土
地
の
流
動
化
に
伴
う
事
業
型
の
共
同
住
宅
（
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
）
の
建
設
が
増

え
て
お
り
、
大
規
模
建
築
物
の
届
出
制
に
よ
り
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
調
整
し
て
景
観
形
成
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

景
観
地
区
と
緑
の
保
全
地
区　
　

第
四
章
第
五
節
に
あ
る
よ
う
な
経
緯
で
、
本
市
で
は
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
に
芦
屋
市
都
市

景
観
形
成
基
本
計
画
の
策
定
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
な
か
で
平
成
八
年
に
芦
屋
市
都
市
景
観
条
例
の
施
行
と
芦
屋
市

都
市
景
観
形
成
基
本
計
画
の
策
定
が
な
さ
れ
、
本
市
全
域
が
自
主
条
例
に
基
づ
く
規
制
下
に
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
景
観
に
大
き

く
影
響
を
与
え
る
建
築
物
な
ど
に
つ
い
て
景
観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
事
業
者
・
設
計
者
と
の
協
議
が
行
な
わ
れ
て
き
た
が
、
協
議
内
容

が
活
か
さ
れ
な
い
実
態
も
あ
り
、
土
地
の
細
分
化
や
マ
ン
シ
ョ
ン
化
に
よ
り
美
し
い
住
宅
景
観
が
失
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
問
題

に
対
処
す
べ
く
、
本
市
は
平
成
十
七
年
の
景
観
緑
三
法
の
制
定
に
伴
っ
て
、
全
市
を
景
観
法
に
定
め
る
景
観
地
区
に
組
み
込
ん
だ
。

こ
れ
に
よ
っ
て
平
成
二
十
一
年
七
月
一
日
か
ら
は
本
市
内
に
お
け
る
す
べ
て
の
建
築
物
お
よ
び
認
定
を
要
す
る
工
作
物
に
関
わ
る
新

築
ま
た
は
新
設
、
増
築
、
改
築
、
移
転
、
外
観
を
変
更
す
る
こ
と
と
な
る
修
繕
ま
た
は
模
様
替
え
、
色
彩
の
変
更
に
お
い
て
景
観
法

に
基
づ
き
市
長
へ
の
認
定
申
請
が
必
要
と
な
り
、
形
態
意
匠
の
制
限
へ
の
適
合
に
つ
い
て
認
定
審
査
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

全
市
が
景
観
地
区
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
形
態
意
匠
上
の
景
観
が
保
た
れ
る
一
方
で
、
土
地
利
用
お
よ
び
建
築
計
画
の
規
制
に

よ
る
景
観
誘
導
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
地
区
計
画
が
寄
与
す
る
こ
と
と
な
る
。
本
市
の
一
五
地
区
の
地
区
計
画
（
第
四
章
参
照
）

で
は
、
翠
ケ
丘
町
地
区
や
高
浜
町
南
地
区
、
六
麓
荘
町
地
区
、
奥
池
町
地
区
、
奥
池
南
町
地
区
で
緑
化
率
の
最
低
限
度
が
設
け
ら

れ
、
多
く
の
地
区
で
道
路
沿
い
の
敷
地
に
垣
ま
た
は
生
垣
の
設
置
が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
緑
豊
か
な
ま
ち
な
み
景
観
の
創
出
が
意
図

さ
れ
て
い
る
。
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平
成
二
十
一
年
か
ら
、
緑
ゆ
た
か
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
お
よ
び
緑
の
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
緑
豊
か
な
住
宅
地
を
保
全
す

べ
く
「
緑
の
保
全
地
区
」
指
定
が
始
ま
っ
た
。
六
甲
山
風
致
地
区
に
隣
接
す
る
岩
園
町
地
区
（
約
一
三
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
と
芦
屋

川
風
致
地
区
に
あ
る
芦
屋
公
園
に
隣
接
す
る
浜
芦
屋
町
・
松
浜
町
地
区
（
約
一
一
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
が
指
定
さ
れ
、
緑
地
面
積
の

敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合
お
よ
び
緑
地
に
植
栽
す
る
樹
木
の
基
準
が
規
定
さ
れ
た
。
平
成
二
十
二
年
に
は
、
J
R
神
戸
線
以
南
の
芦

屋
川
沿
い
二
二
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
特
別
景
観
地
区
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
っ
て
、
芦
屋
川
を
中
心
と
し
た

特
色
あ
る
風
致
の
住
宅
地
へ
の
に
じ
み
出
し
が

期
待
さ
れ
、
緑
豊
か
な
住
宅
地
の
更
新
が
担
保

さ
れ
る
。

　

10
‐
16
に
あ
る
よ
う
に
、「
緑
の
保
全
地
区
」

で
は
単
に
緑
の
量
を
確
保
す
る
だ
け
で
な
く
、

道
路
か
ら
の
景
観
を
良
好
に
す
べ
く
、
住
宅
前

面
に
緑
を
配
置
す
る
植
栽
例
が
設
定
さ
れ
、
景

観
の
質
が
向
上
さ
れ
る
配
慮
も
さ
れ
た
。

　

景
観
を
つ
く
る
要
素　
　

本
節
で
述
べ
た
よ

う
に
本
市
の
景
観
は
、
背
山
の
六
甲
山
系
と
芦

屋
川
、
海
辺
の
浜
と
い
っ
た
自
然
環
境
を
骨
格

10-16　緑の保全地区
敷地面積 180㎡の 1 戸建て住宅の植栽例

（資料）　芦屋市公式ホームページ

基準　緑地率15％以上　必要樹木本数　緑地10㎡当り6本　内、
高木（H3.5m以上）1本　又は、中本（H1.5m以上）2本以上
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と
し
、
各
時
期
の
開
発
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
公
園
・
緑
地
や
街
路
樹
を
中
心
に
、
住
宅
ま
わ
り
の
生
活
の
み
ど
り
が
ま
ち
に
芦
屋

ら
し
さ
や
潤
い
を
与
え
る
と
い
っ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
平
成
に
入
っ
て
、
景
観
形
成
計
画
な
ど
の
策
定
を
通
し
て
一
体
的
な
緑
の

整
備
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
本
市
に
お
け
る
前
記
の
景
観
要
素
は
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
異
な
る
背
景
や
制
度
、
事
業
か
ら
成
る
。
次

節
以
降
、
芦
屋
の
景
観
を
つ
く
る
公
園
・
緑
地
お
よ
び
生
活
の
み
ど
り
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
変
遷
や
具
体
内
容
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
　

第
二
節　

公
園
と
み
ど
り

一
． 

公
園
・
緑
地
計
画
の
変
遷

　

公
園
緑
地
政
策
の
変
遷　
　

昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
に
は
芦
屋
市
都
市
公

園
条
例
が
公
布
・
施
行
さ
れ
、
公
園
行
政
は
新
た
な
展
開
を
み
せ
て
い
く
。
昭
和

四
十
五
年
に
は
、
市
制
三
十
周
年
を
受
け
て
、
市
花
に
は
六
甲
山
で
よ
く
み
ら
れ
る

コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
（
10
‐
17
）
が
、
市
木
に
は
歴
史
の
あ
る
ク
ロ
マ
ツ
（
10
‐

18
）
が
決
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
四
十
八
年
に
は
「
緑
ゆ
た
か
な
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、「
緑
の
ま
ち
づ
く
り
」、「
清
潔
な
ま
ち
づ
く
り
」、「
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
の
三
本
柱
が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
定
め
る
べ
き
基
本

10-17　市花　コバノミツバツツジ
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計
画
、
区
域
な
ど
の
指
定
、
規
制
基
準
な
ど
五
項
目
の
あ
り
方
に
つ
い

て
「
緑
ゆ
た
か
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
」
に
諮
問
し
た
。
さ
ら

に
は
、
本
市
独
自
の
「
環
境
保
全
条
例
」
の
制
定
や
、
住
宅
都
市
と
し

て
の
水
準
を
高
め
る
た
め
、
全
国
に
先
が
け
て
指
定
を
受
け
た
地
域
地

区
の
再
編
成
な
ど
、
目
標
に
向
か
っ
て
の
市
街
地
の
整
備
、
再
開
発
が

進
め
ら
れ
た
。

　

高
度
経
済
成
長
期
の
公
園
計
画　
　

高
度
経
済
成
長
期
に
あ
た
る
昭

和
四
十
年
代
か
ら
五
十
年
代
に
は
、
宅
地
な
ど
で
虫
食
い
状
に
開
発
さ
れ
て
い
く
芦
屋
山
麓
を
総
合
整
備
す
る
こ
と
で
緑
を
保
全
す

べ
く
、
前
山
公
園
（
剱
谷
）
が
昭
和
四
十
五
年
に
供
用
を
開
始
し
た
。
前
山
公
園
は
、
芦
屋
霊
園
の
西
側
に
位
置
し
、
城
山
や
剱
谷

の
緑
と
と
も
に
山
麓
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
形
成
し
て
お
り
、
市
街
地
全
体
を
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
公
園
と
し
て
市
民
の
利
用
も

多
い
公
園
で
あ
る
。
昭
和
三
十
六
年
に
供
用
を
開
始
し
た
岩
ケ
平
公
園
（
岩
園
町
）
に
は
、
昭
和
四
十
八
年
に
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
モ
ン
テ
ベ
ロ
市
と
の
姉
妹
都
市
を
記
念
し
た
「
モ
ン
テ
ベ
ロ
バ
ラ
園
」（
10
‐
19
）
が
開
園
し
、
国
際
文
化
住
宅
都
市

を
め
ざ
す
本
市
を
象
徴
す
る
場
と
な
っ
た
。
昭
和
四
十
七
年
に
は
、
モ
ン
テ
ベ
ロ
市
に
「
ア
シ
ヤ
パ
ー
ク
」
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
度
か
ら
三
か
年
の
国
庫
補
助
で
整
備
を
開
始
し
た
仲
ノ
池
緑
地
が
、
六
甲
山
の
自
然
を
体
験
で
き

る
自
然
生
態
観
察
公
園
と
し
て
平
成
六
年
に
供
用
開
始
し
た
。
本
緑
地
は
平
成
十
七
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
第
二
次
芦
屋
市
環
境
計
画

内
で
も
「
人
と
自
然
の
ふ
れ
あ
い
の
場
の
保
全
」
の
五
拠
点
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
定
期
的
に
自
然
観
察
会
な
ど

10-18　市木クロマツ（芦屋公園）
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で
利
用
さ
れ
て
き
た
。

　

明
治
四
十
（
一
九
〇
七
）
年
に
は
、
国
道
四
三
号
か
ら
河
口
付
近
ま
で
芦
屋
川
沿
い
に
続
く

芦
屋
公
園
（
浜
芦
屋
町
・
松
浜
町
）
が
供
用
を
開
始
し
た
。
こ
こ
に
は
樹
齢
一
五
〇
年
余
の
市

木
ク
ロ
マ
ツ
な
ど
五
五
〇
本
が
茂
り
、
一
角
に
は
源
頼
政
が
射
落
と
し
た
怪
物
が
流
れ
着
い
た

と
い
う
「
ぬ
え
塚
」
が
あ
り
、
本
市
の
歴
史
と
文
化
を
象
徴
す
る
景
観
を
形
成
し
て
い
る
。

　

昭
和
五
十
五
年
に
埋
め
立
て
が
完
了
し
た
芦
屋
浜
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
に
は
地
区
公
園
で

あ
る
芦
屋
中
央
公
園
（
若
葉
町
）（
10
‐
20
）
と
近
隣
公
園
で
あ
る
東
浜
公
園
（
浜
風
町
）
と
西

浜
公
園
（
潮
見
町
）
が
、
昭
和
五
十
九
年
に
は
海
浜
公
園
（
浜
風
町
）
が
供
用
を
開
始
し
、
そ

の
他
、
八
か
所
の
街
区
公
園
、
一
か
所
の
緑
道
が
整
備
さ
れ
た
。
特
に
芦
屋
中
央
公
園
は
当
時

市
内
最
大
の
公
園
と
し
て
開
園
し
、
野
球
場
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
、

近
隣
の
市
立
美
術
博
物
館
や
谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
と
あ
わ
せ
て
、
芦
屋
浜
開
発
の
「
人
と
自
然

が
調
和
す
る
」
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
プ
ー
ル
や
海
岸
線
の

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
楽
し
め
る
海
浜
公
園
や
、
広
場
や
野
外
ス
テ
ー
ジ
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
整
備
さ

れ
た
東
浜
公
園
も
同
様
の
方
針
で
整
備
・
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

近
隣
公
園
や
街
区
公
園
は
、
昭
和
初
期
か
ら
続
く
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ

た
も
の
も
多
い
。
岩
ケ
平
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
岩
ケ
平
公
園
（
街
区
公
園
）
が

10-19　モンテベロバラ園10-20　芦屋中央公園（芝生広場）
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整
備
さ
れ
た
こ
と
を
は
じ
め
と
し
、
甲
南
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
二
街
区
公
園
と
一
緑
地
、
戦
災
復
興
土
地
区
画
整
理

事
業
に
お
い
て
二
近
隣
公
園
と
七
街
区
公
園
、
北
部
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
七
街
区
公
園
、
中
部
土
地
区
画
整
理
事
業
、
春

日
土
地
区
画
整
理
事
業
お
よ
び
浜
手
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
各
一
街
区
公
園
が
整
備
さ
れ
た
（
10
‐
21
）。
三
〇
〇
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
規
模
の
比
較
的
広
い
街
区
公
園
は
、
こ
れ
ら
土
地
区
画
整
理
事
業
に
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
市
民

生
活
の
基
盤
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

平
成
に
入
っ
て
か
ら
は
一
〇
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
以
下
の
小
規
模
街
区
公
園
が
多
く
整
備

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

高
度
経
済
成
長
期
を
中
心
と
し
て
、
山
側

の
公
園
・
緑
地
と
山
麓
に
よ
っ
て
緑
の
帯
が

形
成
さ
れ
た
。
芦
屋
川
沿
い
の
線
の
緑
も
保

全
さ
れ
、
海
側
の
住
宅
地
域
で
都
市
公
園
が

体
系
的
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、

緑
を
骨
格
に
持
つ
本
市
の
良
好
な
住
環
境
の

基
本
構
造
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

震
災
復
興
期
の
公
園
計
画　
　

平
成
七
年

10-21　地区画整理事業で整備された公園・緑地
（資料）公園緑地課

地区区画整理事業
地区および事業名 種別 公園・緑地等名称 面積（㎡） 摘要
岩ケ平地区 街区公園 岩ケ平公園 6,373 

甲南地区
街区公園 甲南公園 3,695 
街区公園 岩園公園 1,596 
緑地公園 仲ノ池緑地 13,292 

計 18,583 

戦災復興土
地区画整理
事業

街区公園 楠公園 654 
近隣公園 宮川公園 11,000 現県芦高校グランド
近隣公園 芦屋公園 9,980 現芦屋公園一部
街区公園 宮塚公園 2,294 
街区公園 津知公園 3,000 旧名称：川西公園
街区公園 川西運動場 5,973 市民公園
街区公園 松ノ内公園 1,140 
街区公園 月若公園 1,049 
街区公園 打出公園 1,748 

計 36,838 
浜手地区 街区公園 南宮公園 1,329 

北部地区

街区公園 東山公園 7,516 
街区公園 東山北公園 1,642 
街区公園 東芦屋公園 1,113 
街区公園 朝日ケ丘北公園 6,060 
街区公園 朝日ケ丘公園 10,503 
街区公園 山麓公園 3,783 
街区公園 岩園北公園 1,639 

計 32,256 
中部地区 街区公園 公光公園 1,051 
春日地区 街区公園 春日公園 2,969 
土地区画整理　合計 99,399 
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（
一
九
九
五
年
）
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
に
は
、
阪
神
間
都
市
計
画
事
業
で
あ
る
芦
屋
中
央
震
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
、
芦

屋
西
部
第
一
地
区
震
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
、
芦
屋
西
部
第
二
地
区
震
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
、
お
よ
び
若
宮
地
区
震
災

復
興
住
環
境
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
公
園
・
緑
地
が
整
備
さ
れ
た
。

　

震
災
復
興
に
お
け
る
公
園
・
緑
地
整
備
の
基
本
事
項
と
し
て
は
、
震
災
復
興
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
大
公
園
の
設
置
・
小
公
園

の
分
散
設
置
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
議
論
し
た
結
果
、
小
公
園
分
散
型
の
整
備
が
採
用
さ
れ
（
津
知
公
園
、
第
一
～
五
号
公

園
、
第
一
・
二
号
緑
地
）、
日
常
的
に
使
い
や
す
い
公
園
群
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
せ
る
こ
と
で
非
日
常
時
の
避
難
地
と
し
て
の
機
能

を
付
加
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
。
公
園
・
緑
地
の
基
本
的
な
役
割
・
機
能
と
し
て
は
、
①
自
然
に
親
し
む
場
（
緑
・
花
・
水
な

ど
）、
②
貴
重
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
（
日
当
た
り
・
風
通
し
・
広
が
り
・
ま
ち
な
み
・
街
角
の
シ
ン
ボ
ル
な
ど
）、
③
ふ
れ
あ
い
・

憩
い
の
場
（
街
角
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
・
井
戸
端
会
議
・
休
憩
場
所
な
ど
）、
④
暮
ら
し
・
防
災
ミ
ニ
拠
点
（
防
災
拠
点

（
水
汲
み
の
場
・
ミ
ニ
広
場
な
ど
）・
情
報
拠
点
（
市
掲
示
板
な
ど
））、
⑤
集
い
の
場
（
小
さ
な
行
事
の
場
（
餅
つ
き
大
会
・
バ
ザ
ー

な
ど
））、
⑥
遊
び
の
場
（
幼
児
の
簡
単
な
遊
び
の
場
）、
⑦
共
用
地
（
住
民
が
共
同
（
協
働
）
し
て
手
を
か
け
る
場
（
共
用
花
壇
・

キ
ッ
チ
ン
ガ
ー
デ
ン
な
ど
））
が
設
定
さ
れ
、
従
来
の
都
市
公
園
と
比
べ
日
常
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
に
よ
っ
て
非
日

常
時
の
防
災
機
能
を
向
上
さ
せ
る
場
と
な
る
よ
う
意
図
さ
れ
た
。
ま
た
、
西
部
第
一
地
区
で
は
、
区
画
道
路
の
一
部
と
し
て
広
場
が

整
備
さ
れ
、
地
区
内
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
補
完
し
た
。
施
設
設
置
や
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
公
園
・
緑
地
の
基
本
的
機
能
を

ふ
ま
え
た
う
え
で
、
日
常
時
の
安
全
面
に
配
慮
し
つ
つ
手
押
し
ポ
ン
プ
式
の
井
戸
を
設
置
す
る
な
ど
非
日
常
時
に
備
え
た
施
設
も
設

置
さ
れ
、
管
理
面
は
住
民
意
向
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
検
討
す
る
利
用
・
管
理
の
ル
ー
ル
を
採
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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公
園
整
備
に
あ
た
っ
て
は
地
域
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、
検
討
に
は
事
業
の
時
間
的
制
約
と
早
期
復
興
の
目
標
も
あ

り
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
デ
ザ
イ
ン
案
を
提
示
し
な
が
ら
住
民
意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
く
手
法
が
と
ら
れ
た
。

　

植
栽
に
は
極
力
事
業
用
地
に
あ
る
既
存
の
樹
木
が
用
い
ら
れ
、
そ
れ
を
新
し
い
樹
木
で
補
完
す
る
形
で
行
な
わ
れ
た
。
芦
屋
西

部
第
二
地
区
で
は
、
先
行
買
収
地
、
市
有
地
お
よ
び
従
前
公
共
用
地
に
あ
っ
た
二
四
〇
本
の
既
存
樹
木
が
、
整
備
事
業
に
用
い
ら

れ
た
。
こ
れ
ら
は
公
園
・
緑
地

に
活
用
し
や
す
い
自
然
樹
形
で

活
力
度
合
い
が
高
く
、
移
植
が

容
易
で
希
少
種
・
固
有
種
・
周

知
性
・
歴
史
性
な
ど
の
特
別
な

要
素
を
含
む
と
い
っ
た
指
標
に

よ
っ
て
評
価
・
選
定
さ
れ
た
。

　

震
災
復
興
関
連
の
整
備
事
業

の
結
果
、
10
‐
22
に
示
す
よ
う

に
中
央
地
区
に
三
公
園
（
約

四
五
五
八
平
方
メ
ー
ト
ル
、
再

整
備
含
む
）、
西
部
第
一
地
区

10-22　震災復興で整備された公園・緑地
（資料）公園緑地課提供

震災復興土地区画整理事業
地区および事業名 種別 公園・緑地等名称 面積（㎡） 摘要

中央震災土地
区画整理事業

街区公園 公光公園 （1,058.35） 既設公園の再整備
街区公園 大枡公園 2,500 
街区公園 茶屋公園 1,000 

計 3,500 
西部第1地区
震災復興土地
区画整理事業

街区公園 前田公園 2,000 
街区公園 清水公園 1,100 

計 3,100 

西部第2地区
震災復興土
地区画整理
事業

街区公園 津知公園 500 既設公園の拡張整備
（3000→3500.03㎡）

街区公園 津知北公園 468 
街区公園 津知南公園 501 
街区公園 津知中公園 685 
街区公園 川西北公園 494 
街区公園 川西南公園 146 

小計 2,794 
緑地 津知緑地 600 第1号緑地460㎡

第2号緑地140㎡
計 3,394 

区画整理　合計 9,994
（11052.35）

（　）内は既設公園の
再整備を含めている。

震災復興住環境整備事業
地区および事業名 種別 公園・緑地等名称 面積（㎡）

若宮地区震災
復興住環境整
備事業

緑地 若宮緑地 780
小計 780

広場 若宮1番地ひろば 316
広場 若宮8番地ひろば 338
広場 若宮健康ひろば 640
広場 若宮街かどひろば 50
広場 若宮ちびっこひろば 463
広場 常磐地蔵尊 70

小計 1,877
合計 2,657
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に
二
公
園
（
約
三
一
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）、
西
部
第
二
地
区
に
六
公
園
（
約
二
七
九
四
平
方
メ
ー
ト
ル
）
と
一
緑
地
（
約
六
〇
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
）、
若
宮
地
区
に
一
緑
地
（
約
七
八
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
と
六
広
場
（
約
一
八
七
七
平
方
メ
ー
ト
ル
、
再
整
備
含

む
）
の
四
地
区
で
合
計
一
万
三
七
〇
九
平
方
メ
ー
ト
ル
の
公
園
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
は
同
時
に
整
備
さ
れ
た
街
路
や
生
活
道
路
、
敷
地
内
通
路
と
一
体
と
な
っ
て
地
区
の
防
災
性
能
を
向
上
さ
せ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
成
し
た
（
10
‐
23
）。
そ
の
結
果
、
ま
ち
な
み
緑
化
助
成
制
度
に
よ
る
一
般
住
宅
敷
地
の
緑
化
と
あ
わ
せ
て
良
好
な
生
活
の
景

観
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
（
10
‐
24
）。

　

南
芦
屋
浜
開
発
期
の
公
園
計
画 　

 

震
災
復
興
事
業
以
降
は
、
南
芦
屋
浜
へ
の
本
格
入
居
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
平
成

十
年
に
街
区
公
園
で
あ
る
陽
光
公
園
、
平
成
十
五
年
に
近
隣
公
園
で
あ
る
親
水
中
央
公
園
（
南
浜
町
）、
平
成
十
六
年
に
本
市
唯
一

の
総
合
公
園
で
あ
る
芦
屋
市
総
合
公
園
（
平

成
十
五
年
一
部
共
用
開
始
・
陽
光
町
）、
平
成

十
七
年
に
親
水
西
公
園
と
親
水
緑
地
、
平
成

十
八
年
に
南
浜
公
園
が
供
用
を
開
始
し
た
。

　

芦
屋
市
総
合
公
園
は
、
大
気
汚
染
対
策
緑

地
建
設
譲
渡
事
業
と
し
て
国
の
支
援
も
得
な

が
ら
、
約
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
市
内
最

大
規
模
の
総
合
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
整

10-23　公園・緑地による防災ネッ
トワーク（若宮地区）

（資料）芦屋市公式ホームページ

10-24　若宮地区に整備された 8 番
地広場
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備
に
あ
た
っ
て
平
成
二
年
の
都
市
計
画
決
定
当
初
は
、
市
内
に
運
動
施
設
を
有
す
る
規
模
の
公
園
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
市
民

の
健
康
保
持
と
都
市
環
境
の
改
善
を
主
目
的
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
た
が
、
平
成
七
年
策
定
の
芦
屋
市
震
災
復
興
計
画
に
お
い
て
本

市
の
環
境
保
全
を
図
る
と
と
も
に
陸
・
海
・
空
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
に
適
し
た
広
域
避
難
地
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
当

初
案
で
は
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
整
備
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
震
災
後
の
財
政
難
か
ら
予
定
地
を
売
却
処
分
し
、
そ
れ
を
総
合

公
園
の
整
備
費
に
充
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
南
芦
屋
浜
の
環
境
は
、
西
側
に
位
置
す
る
芦
屋
市
総
合
公
園
と
、
県
事
業
と
し
て
整

備
さ
れ
た
港
湾
緑
地
（
約
四
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
と
砂
浜
や
磯
場
を
配
し
た
人
工
海
浜
（
約
六
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
が
一
体
と
な
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
市
民
の
声
を
可
能
な
限
り
取
り
入
れ
る
べ
く
平
成
十
一
年
度
に
公
園
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
、
検
討
委
員
会
に
お
け
る
議
論
を
ふ
ま
え
て
最
終
計
画
が
策
定
さ
れ
た
経
緯
も
あ
る
。
整
備
中
の
平
成
十
三
年
に
は
市
民
団
体

か
ら
高
さ
九
メ
ー
ト
ル
の
エ
ノ
キ
が
寄
贈
さ
れ
、
平
成
十
五
年
に
は
市
民
の
記
念
植
樹
に
よ
る
「
市
民
の
森
」
づ
く
り
や
花
壇
づ
く

り
、
ま
き
芝
体
験
な
ど
の
実
施
、
企
画
運
営
・
維
持
管
理
の
組
織
づ
く
り
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
、
市
民
と
と
も

に
公
園
を
つ
く
り
育
て
る
こ
と
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
伴
っ
て
都
市
計
画
法
上
の
規
定
に
よ
り
自
治
体
に
提
供
さ
れ
る
小
規
模
提
供
公
園
で
は
、
条
例
に

よ
っ
て
技
術
基
準
や
位
置
、
形
状
に
つ
い
て
は
指
導
で
き
る
も
の
の
、
公
園
行
政
と
し
て
の
市
内
に
お
け
る
計
画
的
な
配
置
は
見
込

め
な
い
。
平
成
二
十
二
年
時
点
で
、
本
市
内
の
提
供
公
園
は
四
一
か
所
、
計
二
万
二
四
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
が
、
供

用
数
の
増
加
に
よ
る
管
理
コ
ス
ト
の
増
大
と
い
っ
た
課
題
を
含
ん
で
い
る
。

六
四
九
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二
． 

み
ど
り
の
保
全
方
策
と
緑
の
基
本
計
画

　

緑
地
の
現
況
と
評
価　
　

本
市
に
お
け
る
自
然
的
環
境
は
、
山
林
、
川
、
海
、
池
、
公
園
、
緑
地
、
樹
林
地
、
生
産
緑
地
、
住
宅

地
内
の
樹
木
、
生
垣
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
、
規
模
を
持
っ
た
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
全
体
と
し
て
体
系
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

有
機
的
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
確
保
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
緑
の
基
本
計
画
策
定
の
目
標
は
、
ま
ち
の
緑
全
般
に
つ
い
て
の
将
来
の

あ
る
べ
き
姿
と
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
明
ら
か
に
し
、
市
全
体
と
し
て
緑
豊
か
な
ま
ち
を
孫
子
の
代
へ
引
き
継
い
で
い
こ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

市
全
体
を
み
る
と
、
六
甲
山
系
の
緑
の
か
た
ま
り
は
、
市
民
に
大
き
な
安
ら
ぎ
と
潤
い
を
与
え
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
市
域
中

心
部
は
相
対
的
に
緑
の
量
が
少
な
い
。
芦
屋
川
や
そ
の
周
辺
の
緑
の
景
観
は
、
本
市
を
代
表
す
る
景
観
で
あ
り
、
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
芦
屋
川
や
宮
川
を
は
じ
め
と
す
る
南
北
軸
は
緑
量
が
少
な
く
、
環
境
保
全
機
能
は
弱
い
と
い
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
市
中
心
部
の
東
西
軸
は
さ
ら
に
そ
の
環
境
保
全
機
能
は
弱
い
。
一
方
で
新
し
く
整
備
さ
れ
た
浜
地
域
は
、
計
画
的
に
公
園
が

整
備
さ
れ
、
市
民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
新
た
な
拠
点
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

緑
の
基
本
計
画　
　

本
市
独
自
の
緑
の
基
本
計
画
と
し
て
は
、
後
述
す
る
「
芦
屋
市
庭
園
都
市
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
芦
屋
ら

し
い
緑
（
個
人
住
宅
等
の
敷
際
の
緑
、
芦
屋
川
周
辺
の
緑
、
六
甲
山
系
の
緑
な
ど
）
を
守
る
、
創
る
、
育
て
る
と
い
う
三
つ
の
計
画

の
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
い
る
。

　

緑
の
確
保
方
針
と
し
て
は
、
環
境
保
全
の
た
め
の
緑
地
の
確
保
を
は
じ
め
と
し
て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
緑
地
、
防
災
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の
た
め
の
緑
地
、
景
観
構
成
系
統
の
緑
地
な
ど
目
的
に
応
じ
た
緑
地
の
確
保
方
針
を
あ
げ
、
総
合
的
な
緑
地
を
確
保
す
る
と
し
て
い

る
。
10
‐
25
の
本
市
の
緑
被
率
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
市
で
は
六
甲
山
の
緑
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
反
面
、
市
内
は
新
し

く
開
発
さ
れ
た
南
部
の
公
園
以
外
は
小
さ
な
公
園
が
点
在
し
て
い
る
。
平
成
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
度
の
緑
の
量
は
、
約
二
〇
九
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
緑
被
率
は
、
約
二
二
％
、
人
口
約
九
万
九
〇
〇
人
、
都
市
公
園
面
積
約
八
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
一
人
あ
た
り
約
九
平
方

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
平
成
三
十
二
年
度
に
お
け
る
緑
の
目
標
量
と
し
て
は
、
市
街
化
区
域
に
お
い
て
、
現
在
よ
り
約
六
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
増
加
の
約
二
六
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
緑
被
率
は
、
約
二
八
％
に
な
る
。
市
域
全
域
の
都
市
公
園
な
ど
の
目
標
量
は
、
約
三
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
増
加
の
一
一
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
、
目
標
年
次
の
人
口
約
一
〇
万
四
〇
〇
〇
人
に
対
し
て
、
一
人
あ
た
り
約
一
一
平

方
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。

　

計
画
を
実
現
す
る
た
め
の
芦
屋
ら
し
い
緑
を
守
る
施
策
と
し
て
、
近
郊
緑
地
保
全
区
域
や
特
別
緑
地
保
全
地
区
、
そ
し
て
瀬
戸
内

海
国
立
公
園
六
甲
地
域
な
ど
の
指
定
の
継
続
、
あ
る
い
は
住
民
緑
化
団
体
に
よ
る
緑
の
保
全
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
の
継
続
や
緑

化
活
動
の
支
援
と
風
致
地
区
の
新
た
な
指
定
な
ど
の
新
規
検
討
施
策
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
10
‐
26
）。
ま
た
、
芦
屋
ら
し
い
緑
を

創
る
施
策
と
し
て
は
、
芦
屋
庭
園
都
市
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
や
条
例
に
基
づ
く
指
導
な
ど
に
よ
る
緑
化
の
推
進
、
六
甲

山
系
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
整
備
事
業
（
後
述
）
の
実
施
な
ど
の
継
続
や
、
緑
化
重
点
地
区
の
指
定
に
よ
る
緑
化
の
推
進
な
ど
の
新
規
施

策
、
そ
し
て
、
不
要
と
な
っ
た
既
存
の
樹
木
を
活
用
す
る
グ
リ
ー
ン
バ
ン
ク
の
設
置
な
ど
の
さ
ら
な
る
検
討
も
必
要
と
さ
れ
た
。
さ

ら
に
、
緑
化
の
普
及
啓
発
活
動
の
拡
充
や
、
顕
彰
制
度
の
拡
充
、
効
果
的
な
緑
の
管
理
体
制
の
拡
充
な
ど
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
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10-25　緑被状況図
（出典）「緑の基本計画」
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10-26　平成 19 年 9 月　緑を確保するための施策方針図 1
（出典）「緑の基本計画」
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緑
化
の
推
進
策　
　

各
地
域
別
の
緑
化
の
推
進
策
と
し
て
、
民
有
地
の
緑
化
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
保
全
、
六
甲
山
系
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
整
備
事
業
の
実
施
、
保
護
樹
林
な
ど
の
保
全
、
公
園
緑
地
の
整
備
、
公
共
公
益
施
設
の
緑
化
、
緑
化
地
域
の
指
定
の
検

討
、
緑
化
重
点
地
区
の
指
定
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

施
策
の
展
開
で
は
、
実
施
主
体
が
国
や
市
、
県
、
そ
し
て
市
民
と
の
協
働
が
必
要
不
可
欠
で
も
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
は
、
緑
化
重

点
地
区
と
し
て
、
南
芦
屋
浜
地
区
や
、
J
R
芦
屋
・
阪
神
芦
屋
駅
エ
リ
ア
地
区
な
ど
、
都
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
地
区
や
緑
が
少
な

い
住
宅
地
、
風
致
地
区
な
ど
都
市
の
風
致
の
維
持
が
特
に
重
要
な
地
区
を
定
め
て
い
る
。

　

風
致
地
区
に
よ
る
緑
地
保
全　
　

一
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
制
度
の
策
定
に
も
関
わ
ら
ず
、
数
多
く
の
集
合
住
宅
が
山
麓
部
に
存
在

す
る
こ
と
も
否
め
な
い
。
昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
に
は
、「
阪
神
間
都
市
計
画
区
域
」
と
な
る
七
市
一
町
が
定
め
ら
れ
、
本
市

の
都
市
計
画
区
域
は
、
新
た
に
開
発
さ
れ
た
浜
の
一
二
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
加
え
ら
れ
て
一
七
三
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
た
。
風
致
地

区
は
、
六
甲
山
地
区
が
一
〇
五
四
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
芦
屋
川
地
区
が
三
三
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
計
一
〇
八
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
、

昭
和
十
六
年
に
「
芦
屋
都
市
計
画
区
域
」
決
定
に
よ
り
独
立
し
た
市
区
域
内
の
風
致
地
区
一
二
八
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
比
較
す
る
と
、

総
計
で
市
街
化
区
域
の
な
か
で
は
約
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
風
致
地
区
が
解
除
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。

　

そ
の
背
景
と
し
て
は
、
昭
和
四
十
五
年
以
前
の
風
致
地
区
に
よ
る
規
制
が
現
在
の
そ
れ
と
比
較
し
て
格
段
に
緩
や
か
な
も
の
で
、

細
か
い
地
区
指
定
や
高
度
制
限
が
な
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
住
宅
の
進
出
を
阻
止
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る
。
一
方
、
山
際
に
位
置
す
る
市
街
化
調
整
区
域
は
、
全
域
が
風
致
地
区
と
し
て
残
さ
れ
た
。

　

風
致
地
区
と
は
、
都
市
の
風
致
（
樹
林
地
、
水
辺
地
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
良
好
な
自
然
的
景
観
）
を
維
持
す
る
た
め
に
、
都
市
計
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画
で
定
め
ら
れ
る
地
区
で
あ
る
。
昭
和
四
十
五
年
当
時
、
市
長

の
渡
辺
万
太
郎
は
、「
本
市
の
場
合
、
美
し
い
市
街
地
の
多
く
は

人
工
的
景
観
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
美
観

を
保
持
す
る
た
め
に
は
、
当
然
美
観
地
区
と
し
て
定
め
る
べ
き

で
、
風
致
地
区
と
は
言
い
が
た
い
。」
と
述
べ
、
風
致
地
区
減

少
の
方
向
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
市
街
化
が
進
み
、
既
に

山
際
に
戸
建
て
住
宅
や
集
合
住
宅
な
ど
が
個
々
に
建
設
さ
れ
て

い
く
な
か
で
、
そ
れ
ら
の
人
工
的
な
景
観
は
む
し
ろ
美
観
と
し

て
再
認
識
し
、
自
然
を
残
す
風
致
的
な
地
区
と
し
て
は
解
除
す

べ
き
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
。
市
長
の
発
言
の
よ
う
に
、
昭

和
四
十
五
年
当
時
に
は
住
宅
開
発
が
か
な
り
進
ん
で
い
た
。

　

農
地
の
保
全　
　

ほ
か
の
都
市
と
同
様
、
市
街
化
が
進
む
一

方
で
農
地
は
年
々
減
少
し
て
き
た
。
10
‐
27
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
昭
和
四
十
七
（
一
九
七
二
）
年
に
は
、
田
で
は
筆
数
、
地

積
が
そ
れ
ぞ
れ
、
九
九
、
約
八
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
畑
で
は
筆

数
、
地
積
が
そ
れ
ぞ
れ
七
〇
、
約
五
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
っ
た

（地積　ha） （筆数）

田地積 畑地積 田筆数 畑筆数

S47　　50　 　 53　 　 56　 　 59　 　 62　 　 Ｈ2　 　 5  　 　 8 　 　 11　 　 14　 　 17
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10-27　昭和 47 年度からの 3 年ごとの農地（田畑の筆数と地積）の変遷
（資料）「市事務報告書」
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も
の
が
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
平
成
十
七
年
で
は
、
田
の
筆
数
二
八
、
地
積
二
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル　

畑
の
筆
数
一
四
、
畑
の
地

積
〇
・
六
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。

　

生
産
緑
地
地
区
と
し
て
の
届
出
を
み
て
も
、
平
成
四
年
に
は
、
一
三
地
区
、
三
・
二
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成

十
七
年
に
は
、
八
地
区
二
・
二
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
減
少
し
て
い
る
。

　

農
業
委
員
会
の
廃
止
を
受
け
、
平
成
五
年
に
は
、
芦
屋
市
農
業
専
門
委
員
設
置
規
則
が
制
定
さ
れ
、
農
業
お
よ
び
農
地
に
つ
い
て

の
規
則
が
定
め
ら
れ
、
農
地
転
用
関
係
に
つ
い
て
の
助
言
や
、
農
業
お
よ
び
農
地
の
証
明
に
つ
い
て
の
助
言
な
ど
を
行
な
う
こ
と
と

し
た
。

　

一
方
、
市
民
農
園
に
目
を
向
け
る
と
、
昭
和
四
十
九
年
に
浜
農
園
（
浜
町
）
や
南
宮
農
園
（
南
宮
町
）
の
一
〇
〇
区
画
で
開
設
さ

れ
、
応
募
者
が
四
〇
八
人
と
い
う
盛
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
岩
園
農
園
（
岩
園
町
）、
六
麓
荘
農
園
（
六
麓
荘
町
）
な
ど
が
順
次

開
設
さ
れ
、
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

平
成
四
年
に
は
、「
芦
屋
市
市
民
農
園
の
設
置
管
理
に
関
す
る
要
綱
」
が
施
行
さ
れ
、
野
菜
や
花
の
栽
培
が
体
験
で
き
る
場
が
提
供

さ
れ
た
。

　

農
園
用
地
の
所
有
者
で
あ
る
農
家
に
は
、
固
定
資
産
税
の
減
免
を
行
な
っ
て
農
地
の
維
持
を
図
っ
て
い
る
。
農
地
面
積
が
年
々
減

少
す
る
な
か
で
、
市
民
農
園
の
運
営
に
よ
る
農
地
の
維
持
は
都
市
内
に
お
け
る
緑
地
保
全
に
役
立
っ
て
い
る
。
景
観
的
に
も
、
環
境

保
全
や
食
糧
の
確
保
と
い
う
多
様
な
意
味
に
お
い
て
も
、
市
内
の
農
地
を
保
全
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　

第
三
次
芦
屋
市
総
合
計
画
に
お
け
る
事
業
の
振
り
返
り
と
し
て
市
民
農
園
事
業
の
現
状
を
み
る
と
、
平
成
十
五
年
四
月
か
ら
平
成

六
五
六
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十
七
年
三
月
ま
で
の
二
年
間
貸
与
を
行
な
い
、
市
民
農
園
と
し
て
三
か
所
、
一
一
四
区
画
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
市
民
農
園
全
面
積

は
、
三
八
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
に
な
っ
て
い
た
。
今
後
生
産
緑
地
の
減
少
を
食
い
止
め
る
に
は
、
市
民
農
園
の
さ
ら
な
る
活
用
方
策

な
ど
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

三
． 

公
園
・
緑
地
の
整
備

　

公
園
整
備
の
変
遷　
　

第
一
節
で
個
別
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
市
の
公
園
供
用
は
山
麓
開
発
に
対
す
る
公
園
の
総
合
整
備
、
芦
屋

川
沿
い
の
良
好
な
景
観
保
全
に
向
け
た
公
園
整
備
、
芦
屋
浜
と
南
芦
屋
浜
の
開
発
に
伴
う
公
園
系
統
と
い
っ
た
高
度
経
済
成
長
期
の

開
発
に
伴
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
が
多
い
（
10
‐
28
）。
比
較
的
大
規
模
な
公
園
は
こ
の
時
期
に
ほ
ぼ
整
備
さ
れ
て
お
り
、
芦
屋
市

総
合
公
園
を
除
く
と
近
年
は
小
規
模
街
区
公
園
や
広
場
の
整
備
が
目
立
つ
。
こ
れ
は
本
市
の
市
街
地
が
飽
和
し
て
い
る
こ
と
や
一
定

の
量
的
整
備
を
達
成
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
特
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
は
日
常
時
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
や
非
日
常
時
の
防
災

機
能
な
ど
、
公
園
利
用
の
質
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。
平
成
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
か
ら
の
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
も
含
め
、
今
後
の
公
園
は
一
層
「
創
る
」
か
ら
「
使
う
」
に
移
行
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
以
下
、
こ
の
流
れ
を
個

別
に
記
述
す
る
。

　

都
市
緑
地
の
指
定　
　

昭
和
四
十
四
（
一
九
六
九
）
年
に
は
前
山
公
園
、
市
立
芦
屋
高
校
裏
山
、
芦
屋
霊
園
を
つ
な
ぐ
前
山
遊
歩

道
が
山
麓
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
整
備
事
業
に
伴
っ
て
構
想
さ
れ
（
後
に
整
備
）、
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
に
朝
日
ケ
丘
緑
地
と
平
成

十
一
年
に
朝
日
ケ
丘
遺
跡
緑
地
（
共
に
朝
日
ケ
丘
町
）、
平
成
八
年
に
整
備
さ
れ
た
山
手
緑
地
（
山
手
町
）、
平
成
十
一
年
に
二
万
平
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方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
奥
池
緑
地
と
イ
モ
リ
池
緑
地
（
共
に
奥
池
南
町
）
が
都
市
緑
地
と
し
て
指
定
さ
れ
、
恵
ま
れ
た
山
地
の
緑
を

有
効
に
市
民
生
活
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
平
成
十
一
年
に
は
山
側
の
芦
屋
川
緑
地
（
山
芦
屋
町
・
県
有
地
）、
な
ど
河
川
空
間
の
緑

地
、
平
成
十
年
の
海
沿
い
の
陽
光
緑
地
（
陽
光
町
）、
平
成
十
七
年
の
親
水
緑
地
（
南
浜
町
・
海
洋
町
）
の
指
定
な
ど
、
水
辺
空
間

の
都
市
緑
地
指
定
も
広
範
に
行
な
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
震
災
復
興
計
画
に
よ
る
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
方
針
が
影
響
し
て
お
り
、

点
で
整
備
さ
れ
た
都
市
公
園
を
山
際
や
河
川
の
線
の
都
市
緑
地
で
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
環
境
だ
け
で
な
く
防
災
・
減
災
の
機
能
を

向
上
さ
せ
る
意
図
が
あ
っ
た
。
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10-28　市内公園・緑地一覧　（資料）公園緑地課

種　別 名　称 所在地 施設面積（㎡） 利用開始年月日

都　
　

市　
　

公　
　

園

総合公園 芦屋市総合公園 陽光町 100,245.00 当初：H15.4.1
最終：H16.4.1

地区公園 芦屋中央公園 若葉町 49,622.00 S56.4.1
近隣公園 芦屋公園 浜芦屋町、松浜町 29,433.00 M40.7.27

前山公園 劔谷 13,611.00 S45.12.1
東浜公園 浜風町 19,998.00 S55.10.1
西浜公園 潮見町 15,004.00 S55.10.1
海浜公園 浜風町 14,346.00 S59.6.25
親水中央公園 南浜町 20,122.00 H15.4.1

街区公園 松ノ内公園 松ノ内町 1,140.00 S27.3.31
月若公園 月若町 1,049.00 S27.3.31
津知公園 津知町 3,500.00 S27.3.31
宮塚公園 宮塚町 2,294.00 S27.3.31
川西運動場 川西町 5,973.00 S27.3.31
打出公園 打出小槌町 1,748.00 S27.3.31
大東公園 大東町 2,743.00 S27.3.31
岩ケ平公園 岩園町 6,373.00 S36.4.1
甲南公園 岩園町 3,695.00 S36.4.1
岩園公園 岩園町 1,596.00 S36.4.1
南宮公園 南宮町 1,329.00 S38.3.31
公光公園 公光町 1,051.00 S40.7.1
朝日ケ丘公園 朝日ケ丘町 10,503.00 S43.5.1
岩園北公園 岩園町 1,639.00 S43.7.1
三条北公園 三条町 1,094.00 S44.8.1
山麓公園 朝日ケ丘町 3,783.00 S46.3.31
東山公園 東山町 7,516.00 S48.4.1
南宮浜公園 南宮町 2,695.00 S48.4.1
東芦屋公園 東芦屋町 1,113.00 S48.4.1
東山北公園 東山町 1,642.00 S49.3.31
呉川公園 呉川町 2,156.00 S50.12.1
山芦屋公園 山芦屋町 929.00 S52.3.31
打出浜公園 浜町 1,722.00 S53.1.31
楠公園 楠町 654.00 S53.12.1
潮見東公園 潮見町 2,600.00 S57.4.1
潮見西公園 潮見町 2,601.00 S57.4.1
浜風北公園 浜風町 2,650.00 S59.6.25
浜風東公園 浜風町 2,575.00 S59.6.25
新浜公園 新浜町 2,802.00 S59.6.25
潮見南公園 潮見町 2,547.00 S59.6.25
ハイランド公園 奧池南町 2,803.00 S59.6.25
春日公園 春日町 2,969.00 S60.4.1
浜風南公園 浜風町 2,625.00 S60.4.1
緑公園 緑町 2,507.00 S61.4.1
上宮川公園 上宮川町 1,469.00 H2.4.16
三条公園 三条町 1,350.00 H4.4.28
陽光公園 陽光町 2,669.00 H10.3.28
大桝公園 大桝町 2,500.00 H15.4.1
茶屋公園 茶屋之町 1,000.00 H15.4.1
清水公園 清水町 1,833.00 H15.4.1
前田公園 前田町 2,000.00 H16.4.1
親水西公園 南浜町 7,554.00 H17.4.1
南浜公園 南浜町 2,541.00 H18.4.1
涼風西公園 涼風町 2,505.00 H21.10.1

都市緑地 緑地1 中央緑道 新浜町～緑町 19,359.00 S61.4.1
緑地2 江尻川緑道 大東町 5,237.00 S61.4.1
緑地6 朝日ケ丘緑地 朝日ケ丘町 1,600.00 H5.4.1
緑地4 仲ノ池緑地 岩園町 13,292.00 H6.4.1
緑地7 山手緑地 山手町 3,543.00 H8.4.1
緑地5 陽光緑地 陽光町 41,643.00 H10.3.28
緑地8 親水緑地 南浜町、海洋町 4,529.00 H17.4.1
緑地9 南緑地（一部供用） 涼風町 10,050.00 H21.10.1
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種　別 名　称 所在地 提供面積（㎡） 利用開始年月日

開
発
に
伴
う
公
園（
提
供
公
園
）

街区公園 1 朝日ケ丘北公園 朝日ケ丘町 138.70 S48.4.1
2 朝日ケ丘西公園 朝日ケ丘町 2,283.00 S59.10.1
3 奥池園地 奥池南町 4,094.00 H11.4.1
4 楠児童遊園 楠町 935.00 H11.4.1
5 打出児童遊園 打出町 280.00 H11.4.1
6 呉川第2児童遊園 呉川町 200.00 H11.4.1
7 川西児童遊園 川西町 200.00 H11.4.1
8 伊勢児童遊園 伊勢町 200.00 H11.4.1
9 西蔵児童遊園 西蔵町 577.00 H11.4.1

10 翠ケ丘児童遊園 翠ケ丘町 213.00 H11.4.1
11 岩園児童遊園 岩園町 162.00 H11.4.1
12 朝日ケ丘第2児童遊園 朝日ケ丘町 300.00 H11.4.1
13 朝日ケ丘第3児童遊園 朝日ケ丘町 513.00 H11.4.1
14 山手第2児童遊園 山手町 212.00 H11.4.1
15 松浜児童遊園 松浜町 837.00 H11.4.1
16 東芦屋児童遊園 東芦屋町 200.00 H11.4.1
17 東芦屋第2児童遊園 東芦屋町 142.00 H11.4.1
18 朝日ケ丘広場 朝日ケ丘町 400.00 H11.4.1
19 山手第3児童遊園 山手町 200.00 H14.4.1
20 呉川第3児童遊園 呉川町 252.00 H15.4.1
21 東山児童遊園 東山町 229.00 H16.4.1
22 岩園第2児童遊園 岩園町 607.00 H18.4.1
23 高浜公園 高浜町 899.00 H20.1.1

都市緑地 24 旧防潮堤緑地 大東町 900.00 H2.4.1
25 南宮緑地 南宮町 395.00 H11.4.1
26 朝日ケ丘南緑地 朝日ケ丘町 423.00 H11.4.1
27 小槌緑地 打出小槌町 200.00 H11.4.1
28 イモリ池緑地 奥池南町 2,349.00 H11.4.1
29 朝日ケ丘北緑地 朝日ケ丘町 200.00 H14.4.1
30 朝日ケ丘中緑地（1） 朝日ケ丘町 430.00 H14.4.1
31 朝日ケ丘中緑地（2） 朝日ケ丘町 571.00 H14.4.1
32 朝日ケ丘中緑地（3） 朝日ケ丘町 220.00 H14.4.1
33 山芦屋北緑地 山芦屋町 125.00 H14.4.1
34 三条北緑地 三条町 203.00 H14.4.1
35 浜緑地 浜町 253.00 H14.4.1
36 松浜緑地 松浜町 293.00 H15.4.1
37 六麓荘緑地 六麓荘町 287.00 H18.4.1
38 海洋緑地 海洋町 200.00 H19.4.1
39 翠ケ丘南緑地 翠ケ丘町 667.00 H20.1.1
40 伊勢緑地 伊勢町 200.00 H20.1.1
41 高浜緑地 高浜町 437.00 H20.1.1
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種　別 名　称 所在地 施設面積（㎡） 利用開始年月日

そ
の
他
の
公
園

街区公園 地蔵公園 宮塚町 989.00 S27.3.31
大原公園 大原町 363.00 S39.3.31
翠ケ丘公園 翠ケ丘町 399.00 S40.3.31
岩園天神公園 岩園町 3,976.00 H11.4.1
業平公園 公光町 1,107.00 H11.4.1
竹園児童遊園 竹園町 115.00 H11.4.1
呉川児童遊園 呉川町 576.00 H11.4.1
山手児童遊園 山手町 374.00 H11.4.1
朝日ケ丘第1児童遊園 朝日ケ丘町 219.00 H11.4.1
浜芦屋児童遊園 浜芦屋町 397.00 H11.4.1
阪急芦屋川駅前広場 西山町 436.00 H11.4.1
業平ちびっ子広場 業平町 527.00 H11.4.1
若宮健康ひろば 若宮町 464.00 H14.4.1
若宮ちびっこひろば 若宮町 463.00 H14.4.1
若宮1番地ひろば 若宮町 316.00 H14.4.1
川西南公園 川西町 145.00 H14.6.1
津知北公園 津知町 470.00 H16.4.1
津知南公園 津知町 500.00 H16.4.1
津知中公園 津知町 690.00 H16.4.1
川西北公園 川西町 490.00 H16.4.1
若宮8番地ひろば 若宮町 338.00 H16.4.1

都市緑地 翠ケ丘緑地 翠ケ丘町 294.00 H11.4.1
西蔵緑地 西蔵町 279.00 H11.4.1
芦屋川緑地 山芦屋町 2,168.00 H11.4.1
朝日ケ丘遺跡緑地 朝日ケ丘町 344.00 H11.4.1
松ノ内緑地 松ノ内町 335.00 H11.4.1
宮塚緑地 宮塚町 329.00 H11.4.1
東海岸緑地 浜風町 420.00 H11.4.1
西海岸緑地 潮見町 1,778.00 H11.4.1
山手南緑地 山手町 1,381.00 H11.4.1
奥池緑地 奥池南町 23,136.00 H11.4.1
若宮緑地 若宮町 780.00 H14.4.1
津知緑地 津知町 600.00 H16.4.1
六麓荘西緑地 六麓荘町 3,217.00 H21.4.1
岩園緑地 岩園町 1,648.00 H21.4.1

霊園 芦屋霊園 94,000.00
その他緑地 赤池緑地 奥池南町 28,237.00

芦屋浜線緑地 緑町、潮見町 8,700.00
打出浜線緑地 新浜町、浜風町 17,850.00
潮芦屋緑地 41,000.00
潮芦屋ビーチ 68,000.00

広場 奥山広場 奥山 490.00
平田北第1広場 平田北町 917.00
平田北第2広場 平田北町 462.00
精小前広場 精道町 194.00
精道広場 精道町 198.00
竹園広場 竹園町 869.00
宮川広場 宮川町 386.00
若宮広場 若宮町 772.00
南宮広場 南宮町 146.00
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公
園
設
置
に
よ
る
市
民
一
人
あ
た
り
の
公
園
・
緑
地
面
積
の
推
移　
　

本
市
の
市

民
一
人
あ
た
り
の
公
園
・
緑
地
面
積
は
、
昭
和
四
十
か
ら
五
十
年
代
は
全
国
平
均
の

五
〇
％
以
下
の
水
準
で
あ
っ
た
が
、
芦
屋
浜
開
発
に
伴
う
公
園
整
備
で
総
量
を
確
保

し
た
結
果
、
昭
和
六
十
年
時
点
で
五
〇
％
以
上
の
水
準
と
な
っ
た
（
10
‐
29
）。
平

成
五
年
三
月
に
お
け
る
本
市
の
公
園
の
整
備
状
況
（
一
人
あ
た
り
都
市
公
園
面
積
）

は
、
市
全
域
で
四
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
県
平
均
の
八
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
に
比
べ

て
も
ま
だ
不
足
し
て
お
り
、
地
区
ご
と
の
ば
ら
つ
き
も
あ
っ
た
（
10
‐
30
）。

　

そ
の
後
の
緑
地
指
定
や
南
芦
屋
浜
で
の
都
市
公
園
整
備
な
ど
に
よ
っ
て
平
成
十
七

年
時
点
で
は
全
国
平
均
の
六
六
％
に
ま
で
増
加
し
て
い
る
。
総
量
と
し
て
は
全
国
平

均
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
が
、
芦
屋
浜
お
よ
び
南
芦
屋
浜
で
は
充
実
し
た
公
園
面

積
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
山
側
で
は
六
甲
山
の
自
然
環
境
を
取
り
込
ん
だ
緑
地
指
定

を
行
な
っ
て
い
る
た
め
、
基
本
的
な
緑
地
の
構
造
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。
今
後
大
き

な
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
中
心
市
街
地
で
の
公
園
・
緑
地
の
確
保
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
は
、
昭
和
四
十
九
年
の
「
緑
ゆ
た
か
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
審
議

会
」
の
答
申
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
山
間
部
と
埋
立
地
（
芦
屋
浜
）
に

つ
い
て
は
こ
の
提
案
に
沿
っ
て
施
策
が
実
現
し
て
お
り
、
市
街
地
に
つ
い
て
は
面
的

0.0
1.0
2.0
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4.0
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6.0
7.0
8.0
9.0
10.0

Ｓ35　　40　　45　　50　　55　　60　　H２　　7 　　12　　17

（㎡／人）

芦屋市 全国
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4.8
6.0

2.7 3.4
4.1

4.9
5.8

7.1
8.1

9.1

1.0 1.3 1.5
2.1

10-29　都市公園面積
の総量

（資料）公園緑地課

10-30　住民 1 人あたりの都市公園など面積の推移
　　　 （S40 の全国の資料なし）

（資料）公園緑地課

芦屋市（ha）全国（ha）
S35 4.9 19,618 
S40 6.4
S45 9.1 28,004 
S50 11.5 38,060 
S55 14.4 47,995 
S60 24.4 59,314 
H2 28.3 71,694 
H7 29.9 89,155 

H12 39.8 102,810 
H17 54.7 116,269
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な
整
備
は
難
し
い
も
の
の
線
的
な
整
備
に
つ
い
て
は
自
然
環
境
を
活
か
し
た
整
備
・
指
定
が
計
画
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
。

　

背
山
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
構
想　
　

六
甲
山
は
も
と
も
と
縄
文
か
ら
弥
生
時
代
は
照
葉
樹
林
で
あ
っ
た
が
、
人
の
手
が
入
る
こ
と
で

マ
ツ
や
落
葉
樹
な
ど
の
二
次
林
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
近
世
か
ら
明
治
初
期
ま
で
は
、
ほ
か
の
六
甲
山
地
区
の
例
に
も
れ
ず
、
多

く
の
地
域
で
高
木
が
伐
採
さ
れ
て
、
禿
山
の
体
を
な
し
て
い
た
。
こ
の
状
況
を
解
消
す
べ
く
、
ほ
か
の
地
区
と
同
様
に
、
明
治
の
初

期
か
ら
は
階
段
状
の
苗
木
植
栽
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
緑
を
取
り
戻
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
六
甲
の
緑
は
回
復

途
上
と
も
い
わ
れ
る
。
六
甲
山
の
樹
林
の
な
か
に
は
、
枯
れ
た
ア
カ
マ
ツ
林
や
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
林
な
ど
、
土
砂
災
害
防
止
上
好
ま
し

く
な
い
状
態
の
も
の
が
あ
り
、
人
の
手
に
よ
り
、
さ
ら
に
適
正
な
整
備
・
管
理
を
行
な
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
は
成

育
が
早
い
こ
と
か
ら
多
く
植
え
ら
れ
て
き
た
が
、
近
年
に
は
花
粉
症
の
原
因
と
な
る
こ
と
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
も
い
る
。

　

六
甲
山
の
地
質
は
、
崩
れ
や
す
い
風
化
し
た
花
崗
岩
の
多
い
土
壌
か
ら
な
り
、
急
峻
な
地
形
と
あ
い
ま
っ
て
多
く
の
災
害
を
も
た

ら
し
、
住
宅
地
が
山
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
も
問
題
を
大
き
く
し
て
き
た
。
災
害
の
歴
史
は
古
く
、
昭
和
十
三
（
一
九
二
八
）
年
の
阪

神
大
水
害
、
昭
和
四
十
二
年
の
大
水
害
な
ど
、
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
。

　

優
れ
た
住
宅
都
市
と
し
て
の
自
然
環
境
の
保
全
と
公
園
や
緑
地
の
整
備
は
、
市
民
の
強
い
願
望
で
あ
る
。
本
市
で
は
、
恵
ま
れ
た

山
地
の
緑
を
有
効
に
市
民
生
活
に
取
り
入
れ
、
ま
た
防
災
面
か
ら
も
こ
れ
ら
の
総
合
的
な
整
備
を
進
め
る
た
め
、
昭
和
四
十
年
代
か

ら
六
甲
山
の
緑
を
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
と
し
て
位
置
づ
け
る
構
想
が
も
た
れ
て
き
た
。
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
昭
和
四
十
五
年
は
現
況

調
査
、
路
線
測
量
が
実
施
さ
れ
た
。
制
度
と
し
て
は
、
昭
和
四
十
三
年
の
国
立
公
園
保
護
計
画
に
基
づ
き
、
地
区
指
定
の
再
検
討
が

行
な
わ
れ
、
林
山
周
辺
を
特
別
保
護
地
区
に
し
て
、
土
地
の
利
用
状
況
な
ら
び
に
市
の
案
が
作
成
さ
れ
県
に
提
出
さ
れ
た
。
ま
た
そ
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れ
ら
と
関
連
し
た
山
麓
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
関
係
部
課
と
の
調
整
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。

　

昭
和
四
十
年
代
の
半
ば
か
ら
は
、
山
麓
部
の
公
園
の
整
備
を
進
め
、
一
般
市
民
の
憩
い
の
場
が
提
供
さ
れ
た
。
市
の
シ
ン
ボ
ル

と
も
い
え
る
芦
屋
公
園
は
、
昭
和
四
十
六
か
ら
四
十
七
年
度
で
整
備
が
行
な
わ
れ
、
松
の
保
全
に
努
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
昭
和

四
十
七
年
に
は
第
三
期
霊
園
造
成
地
区
に
一
五
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
公
園
墓
地
が
完
成
し
た
。

　

昭
和
四
十
七
年
の
背
山
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
構
想
は
、
本
市
の
背
山
と
し
て
の
六
甲
山
の
西
の
会
下
山
か
ら
東
の
六
麓
荘
背
山
に
至

る
山
麓
を
保
護
し
、
一
本
の
グ
リ
ー
ン
の
ベ
ル
ト
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
、
会
下
山
の
約
二
〇
〇
〇
年
前
の
弥
生

式
文
化
期
の
集
落
遺
跡
の
貴
重
な
文
化
財
を
保
存
し
、
城
山
周
辺
の
前
山
を
公
園
化
し
、
花
と
緑
が
美
し
い
公
園
墓
地
を
整
備
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
人
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
緑
を
保
全
す
る
た
め
ば
か
り
で
は
な
く
、
山
の
災
害
を
防
ぐ
緑
の
防
波
堤
を

構
築
す
る
も
の
と
し
て
提
案
さ
れ
た
。

　

奥
山
の
森
林
整
備
と
し
て
、
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
度
、
奥
山
一
番
・
保
安
林
の
う
ち
八
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
育
成
天
然
林
整
備

事
業
に
着
手
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
ア
カ
マ
ツ
、
ク
ヌ
ギ
、
コ
ナ
ラ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
を
主
林
木
と
し
て
、
優
良
な
木
を
育
成
す

る
た
め
、
不
用
、
不
良
木
や
雑
草
を
取
り
除
く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
森
の
保
水
能
力
を
高
め
、
山
く
ず
れ
を
防
止
し
、

治
山
・
治
水
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
景
観
を
良
く
す
る
た
め
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
や
ヤ
マ
モ
ミ
ジ
な
ど
の
苗
木

一
四
二
〇
本
が
植
栽
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
森
林
浴
も
で
き
る
憩
い
の
森
が
で
き
た
。
市
民
に
緑
の
憩
い
を
与
え
、
災
害
防
止
機
能
を
果

た
し
て
い
る
芦
屋
の
背
山
の
な
か
で
、
十
数
年
前
か
ら
山
地
崩
壊
が
進
ん
で
い
る
箇
所
が
あ
り
、
平
成
四
年
か
ら
砂
流
出
お
よ
び
山

地
崩
壊
の
防
止
や
治
山
ダ
ム
工
事
、
護
岸
工
事
の
ほ
か
緑
豊
か
な
森
林
に
復
旧
す
る
緑
化
工
事
も
あ
わ
せ
順
次
実
施
さ
れ
て
き
た
。
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街
路
樹
と
保
存
樹　
　

本
市
の
街
路
樹
は
、
ま
ず
芦
屋
川
と
宮
川
沿
い
の
南
北
道
路
に
特
色
が
あ
る
。
芦
屋
川
沿
い
に
は
国
道
二

号
か
ら
芦
屋
公
園
ま
で
の
区
間
（
愛
称
、
芦
屋
川
松
風
通
り
）
両
岸
に
ク
ロ
マ
ツ
が
保
全
さ
れ
て
お
り
、
最
も
本
市
の
特
色
の
あ
る

風
景
を
形
成
し
て
い
る
。
芦
屋
川
沿
い
の
ク
ロ
マ
ツ
林
は
、
昭
和
六
十
年
代
ま
で
育
成
保
全
の
た
め
の
土
壌
改
良
や
照
明
灯
の
整
備

が
行
な
わ
れ
た
。
平
成
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
の
景
観
法
の
施
行
時
後
は
特
に
良
好
な
景
観
区
域
と
し
て
周
辺
の
規
制
な
ど
が
検
討

さ
れ
て
お
り
、
本
市
を
代
表
す
る
景
観
と
し
て
保
全
・
活
用
さ
れ
続
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
道
二
号
か
ら
開
森
橋
北
ま
で
（
愛
称
、
業
平
さ
く
ら
通
り
）
は
両
岸
（
一
部
、
左
岸
の
み
）
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
植
栽

さ
れ
、
芦
屋
さ
く
ら
ま
つ
り
の
会
場
と
な
る
な
ど
、
市
民
に
愛
さ
れ
て
き
た
。
宮
川
沿
い
に
は
岩
園
町
か
ら
海
技
大
学
校
ま
で
（
愛

称
、
宮
川
け
や
き
通
り
お
よ
び
宮
川
地
蔵
通
り
）
通
し
て
ケ
ヤ
キ
が
植
栽
さ
れ
、
都
市
的
な
景
観
を
形
成
し
て
い
る
。
市
道
一
二
〇

号
線
（
愛
称
、
岩
園
並
木
坂
）
に
は
ナ
ン
キ
ン
ハ
ゼ
が
植
栽
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
南
北
道
路
の
街
路
樹
は
、
街
か
ら
海
・
山
へ
と

景
観
を
つ
な
げ
る
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
特
色
あ
る
樹
種
と
あ
わ
せ
て
本
市
の
骨
格
を
形
成
し
て
い
る
。

　

東
西
道
路
に
は
鳴
尾
御
影
線
（
愛
称
、
鳴
尾
御
影
線
）
で
ケ
ヤ
キ
、
ク
ス
ノ
キ
と
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
、
防
潮
堤
線
（
愛
称
、
臨
港

線
）
で
ユ
リ
ノ
キ
が
植
え
ら
れ
る
な
ど
、
緑
量
や
花
卉
、
紅
葉
な
ど
が
特
色
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
芦
屋
浜
で
は
地
区
内
を
循
環

す
る
幹
線
道
路
に
は
緑
量
の
あ
る
ク
ス
ノ
キ
で
景
観
の
骨
格
が
つ
く
ら
れ
、
街
区
を
ア
メ
リ
カ
フ
ウ
、
イ
チ
ョ
ウ
、
ム
ク
ノ
キ
、
マ

ユ
ミ
、
ケ
ヤ
キ
、
シ
ラ
カ
シ
、
ト
ウ
カ
エ
デ
の
街
路
樹
に
よ
っ
て
囲
む
こ
と
で
、
居
住
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
異
な
る
景
色
が
楽
し
め
る

よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
市
の
街
路
樹
は
、
南
北
に
本
市
ら
し
い
ク
ロ
マ
ツ
、
花
の
美
し
い
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
の
び
や
か
に
成
長
す
る
ケ
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ヤ
キ
を
植
え
る
こ
と
で
山
・
川
・
海
ま
で
連
続
す
る
景
観
軸
を
つ
く
り
、
東
西
は
地
区
ご
と
の
特
色
を
出
す
多
様
な
街
路
樹
が
植
栽

さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
五
十
年
に
緑
ゆ
た
か
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基
づ
く
保
護
樹
林
な
ど
の
指
定
に
あ
た
り
大
阪
市
立
大
学
理
学
部
附
属

植
物
園
に
よ
る
調
査
報
告
書
を
も
と
に
保
護
樹
一
六
本
お
よ
び
保
護
樹
林
一
か
所
を
指
定
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
二
年
に
は
「
芦
屋

市
保
護
樹
林
の
公
開
の
基
準
等
に
関
す
る
要
綱
」
が
施
行
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
本
市
は
、
所
有
者
の
同
意
を
得
て
市
民
に
公
開

し
、
ま
た
公
開
に
必
要
な
整
備
工
事
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

一
〇
万
本
植
樹
と
緑
の
保
全
対
策　
　

平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
に
は
、
緑
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
都
市
環
境
の
形
成
を
め
ざ
し

て
「
花
と
緑
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
」（
芦
屋
市
都
市
緑
化
推
進
基
本
計
画
）
を
策
定
し
て
い
る
。
こ
の
計
画
は
十
か
年
で

一
〇
万
本
の
植
樹
を
緑
化
目
標
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
平
成
五
か
ら
十
四
年
度
に
か
け
て
、
計
画
に
基
づ
く
一
〇
万
本
植
樹
事
業

が
実
施
さ
れ
た
。
事
業
着
手
の
二
年
目
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
り
多
大
な
被
害
を
受
け
た
が
、
震
災
復
興
事
業
を
推
進
す
る

な
か
で
、
初
期
の
目
標
ど
お
り
に
一
〇
万
本
植
樹
が
達
成
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
花
と
緑
で
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
芦
屋
市
緑
化
協
会
、
市
内
関
係
団
体
と
共
催
し
「
あ
し

や
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ア
'92
」（
植
木
ま
つ
り
）
を
は
じ
め
、
各
種
展
示
会
が
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
芦
屋
市
緑
化
協
会
と
連
携
し
市
民
の

緑
化
意
識
の
高
揚
と
民
有
地
の
緑
化
推
進
を
図
る
た
め
に
生
け
垣
助
成
の
奨
励
と
あ
わ
せ
て
緑
化
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
も
行
な
っ
た
。

学
校
園
で
も
、「
心
豊
か
な
子
供
を
育
て
る
」、「
命
を
育
む
」
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
「
花
い
っ
ぱ
い
活
動
」
を
行
な
っ
て
い
る
。
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四
． 
公
園
の
運
営
・
管
理

　

公
園
の
運
営
・
管
理
の
変
化　
　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
度
よ
り
、
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ま
で
地
方
公
共
団
体
や
外
郭
団
体
に
限
定
し
て
い
た
公
の
施
設
の
管
理
・
運
営
を
、
企
業
や
民
間
グ
ル
ー

プ
な
ど
に
代
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
あ
る
。
公
園
も
こ
の
「
公
」
の
施
設
で
あ
り
、
各
地
で
民
間
に
よ
る
公
園
の
管
理
・

運
営
が
進
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
市
で
は
、
公
園
は
主
と
し
て
都
市
整
備
公
社
に
よ
る
管
理
・
運
営
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、

上
の
制
度
を
受
け
て
平
成
十
七
年
度
に
公
社
は
解
散
し
た
。

　

本
市
で
は
平
成
十
七
年
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
が
始
ま
り
、
平
成
二
十
年
四
月
時
点
で
三
七
施
設
が
指
定
管
理
者
に
よ
っ

て
管
理
・
運
営
さ
れ
て
い
る
。
都
市
公
園
施
設
で
は
、
平
成
十
七
年
六
月
か
ら
海
浜
公
園
の
有
料
公
園
施
設
（
プ
ー
ル
施
設
）、
平

成
十
八
年
度
か
ら
芦
屋
市
総
合
公
園
が
公
園
全
域
を
対
象
と
し
、
そ
の
他
の
中
央
公
園
、
朝
日
ケ
丘
公
園
、
芦
屋
公
園
、
東
浜
公

園
、
西
浜
公
園
内
の
野
球
場
や
プ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
有
料
公
園
施
設
の
み
が
指
定
管
理
者
に
よ
っ
て
管
理
・
運
営
さ
れ
、
総

合
公
園
以
外
の
屋
外
空
間
部
分
は
本
市
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
。

　

芦
屋
市
総
合
公
園
の
指
定
管
理
者
は
平
成
十
七
年
十
月
に
募
集
さ
れ
、
造
園
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
造
園
建
設
業
お
よ
び
運
動
・
公

園
施
設
建
設
業
の
複
合
組
織
で
あ
る
企
業
体
が
指
定
管
理
業
務
を
請
け
負
う
こ
と
と
な
っ
た
。
従
来
か
ら
行
政
が
計
画
設
計
・
整
備

工
事
・
管
理
運
営
と
個
別
に
発
注
し
て
い
た
各
業
態
の
民
間
企
業
が
複
合
組
織
を
つ
く
り
公
園
の
管
理
・
運
営
に
あ
た
る
こ
と
は
、

全
国
的
に
み
て
も
先
進
的
な
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
芦
屋
市
総
合
公
園
の
整
備
前
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
組
織
さ
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れ
た
市
民
団
体
も
、
指
定
管
理
者
と
な
っ
た
企
業
体
と
有
償
の
協
働
提
携
に
よ
っ
て
公
園
の
管
理
運
営
に
関
わ
り
、
大
園
遊
会
や

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
植
物
管
理
の
一
部
を
担
っ
た
。
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
の
指
定
管
理
者
に
は
、
造
園

施
工
会
社
な
ど
に
よ
る
新
た
な
企
業
体
が
選
定
さ
れ
、
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
タ
な
ど
を
継
承
し
な
が
ら
新
た
な
公
園
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

芦
屋
市
総
合
公
園
と
管
理
運
営
協
議
会　
　

指
定
管
理
者
に
よ
っ
て
管
理
・
運
営
さ
れ
て
い
る
芦
屋
市
総
合
公
園
で
は
、
平
成

十
八
（
二
〇
〇
六
）
か
ら
二
十
年
ま
で
管
理
運
営
協
議
会
が
指
定
管
理
者
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
、
構
成
組
織
か
ら
の
意
見
を
も
と
に

し
た
公
園
の
管
理
・
運
営
が
意
図
さ
れ
た
。
こ
の
管
理
運
営
協
議
会
は
「
芦
屋
市
総
合
公
園
が
す
べ
て
の
市
民
に
対
し
て
平
等
な
利

用
が
確
保
さ
れ
、
適
切
に
管
理
運

営
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
市
民
、
行

政
、
学
識
経
験
者
、
公
園
管
理
者

等
、
様
々
な
関
係
者
が
一
堂
に
会

し
、
お
互
い
の
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
、
建
設
的
な
意
見
交
換
を
行

い
、
芦
屋
市
総
合
公
園
の
利
用
、

管
理
運
営
に
関
す
る
協
議
・
提
案

を
行
う
こ
と
」（
芦
屋
市
総
合
公
園

（上）10-31　芝生グラウンドの無料開放
（中）10-32　大園遊会の様子
（下）10-33　公園の清掃活動
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管
理
運
営
協
議
会
運
営
要
綱
）
を
目
的
と
し
、
協
議
会
で
の
議
論
を
も
と
に
管
理
技
術
の
創
意
工
夫
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
成
果
と

し
て
、
芝
生
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
般
へ
の
無
料
開
放
（
10
‐
31
）
や
子
ど
も
の
環
境
学
習
、
協
力
し
て
い
る
市
民
団
体
に
よ
る
ガ
ー
デ

ン
づ
く
り
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
大
園
遊
会
の
開
催
（
10
‐
32
）、
障
害
者
福
祉
施
設
と
連
携
し
た
公
園
の
清
掃
活
動
（
10
‐
33
）、

周
辺
地
域
と
の
連
携
な
ど
に
新
た
に
取
り
組
ん
だ
。

　
　

第
三
節　
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市
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生
活
と
み
ど
り

　

第
一
次
芦
屋
市
総
合
計
画
と
み
ど
り　
　

昭
和
四
十
六
（
一
九
七
一
）
年
に
は
、
第
一
次

芦
屋
市
総
合
計
画
の
基
本
計
画
お
よ
び
実
施
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
こ
の
総
合
計
画
は
、
昭

和
六
十
年
を
目
標
と
し
た
長
期
的
な
も
の
で
、
行
財
政
運
営
の
民
主
化
、
合
理
化
、
能
率
化

を
図
り
つ
つ
、
次
に
述
べ
る
本
市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
達
成
が
目
標
と
さ
れ
た
。
そ
こ
で

は
、「
自
然
と
調
和
し
た
緑
豊
か
な
美
し
い
ま
ち
」
と
し
て
、
美
し
い
自
然
の
風
物
に
恵
ま
れ

た
市
の
特
性
を
生
か
し
（
10
‐
34
）、
ま
ち
の
な
か
に
、
樹
木
、
草
花
、
野
鳥
な
ど
を
豊
富

に
配
し
た
「
自
然
の
中
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
す
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
市
街

10-34　本市の景観構造（芦屋川景観軸）
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地
整
備
の
な
か
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
的
、
文
化
的
活
動
に
関
す
る
も
の
は
つ
と
め
て
全
市
的
観
点
か

ら
整
備
す
る
こ
と
と
し
、
主
と
し
て
日
常
生
活
に
直
結
す
る
諸
施
設
、
機
能
は
、
市
域
に
設
定
す
る
「
近
隣
住
区
」
ご
と
に
住
民
の

利
便
と
安
全
を
基
本
に
配
置
す
る
と
し
た
。
山
麓
お
よ
び
芦
屋
川
を
中
心
と
す
る
「
線
の
公
園
」
か
ら
全
市
的
な
「
面
の
公
園
」
へ

と
広
げ
て
い
く
た
め
に
、
六
甲
山
自
然
公
園
を
含
め
た
「
全
市
公
園
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
達
成
に
努
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

市
街
地
内
の
公
園
緑
地
に
関
し
て
は
、
人
口
一
人
あ
た
り
三
平
方
メ
ー
ト
ル
（
全
公
園
面
積
で
は
人
口
一
人
あ
た
り
六
平
方
メ
ー

ト
ル
）
以
上
の
確
保
を
目
標
と
し
、
自
然
緑
地
と
市
街
地
内
の
公
園
に
大
別
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
開
発
、
整
備
を
図
る

と
し
た
。
市
街
地
と
六
甲
背
山
の
間
に
は
「
山
麓
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
」
を
形
成
し
、
山
間
緑
地
と
と
も
に
、
市
民
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
整
備
す
る
、
と
さ
れ
た
。

　

市
民
に
よ
る
緑
化
活
動
の
推
進　
　

本
市
の
ま
ち
な
み
緑
化
は
、
昭
和
三
十
九
（
一
九
六
四
）
年
の
芦
屋
市
民
憲
章
に
あ
る
「
わ

た
く
し
た
ち
芦
屋
市
民
は
自
然
の
風
物
を
愛
し
、
ま
ち
を
緑
と
花
で
つ
つ
み
ま
し
ょ
う
。」
か
ら
本
格
的
に
始
ま
る
。
昭
和
四
十
年

度
に
は
「
住
み
た
く
な
る
芦
屋
の
ま
ち
づ
く
り
」
が
市
政
の
重
点
施
策
の
一
つ
と
定
め
ら
れ
た
。
市
民
憲
章
を
推
進
す
る
実
践
活
動

と
し
て
、
芦
屋
市
民
憲
章
推
進
委
員
会
の
協
力
を
バ
ッ
ク
に
、
庁
舎
前
に
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
を
設
置
し
た
の
を
は
じ
め
、
公
園
の
緑

化
、
芦
屋
川
畔
の
花
植
え
な
ど
が
展
開
さ
れ
た
。
奥
山
浄
水
場
で
は
配
水
池
が
完
成
し
、
市
の
祭
り
と
し
て
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
で

「
芦
屋
岩
祭
り
」（
の
ち
に
山
祭
り
と
な
る
）
が
開
催
さ
れ
た
。

　

昭
和
四
十
一
年
度
、
本
市
で
は
「
ま
ち
を
緑
と
花
で
つ
つ
も
う
」
を
市
民
が
よ
り
実
践
で
き
る
よ
う
に
、
三
月
に
「
た
ね
の
銀

行
」
が
開
設
さ
れ
、
緑
と
花
の
講
習
会
等
推
進
事
業
が
展
開
さ
れ
た
。
さ
ら
に
「
芦
屋
の
史
跡
と
緑
を
探
る
集
い
」
の
開
催
や
、
花
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壇
づ
く
り
に
い
そ
し
む
花
朗
会
の
後
援
な
ど
も
行
な
わ
れ
る
一
方
、
公
園
花
壇
、
街
路
樹
の
管
理
改
良
、
病
害
虫
の
駆
除
、
県
政
百

年
記
念
植
樹
な
ど
多
様
な
活
動
が
行
な
わ
れ
、
市
民
を
巻
き
込
ん
で
の
花
や
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
が
取
り
組
ま
れ
て
き
た
。

　

昭
和
四
十
八
年
に
「
緑
ゆ
た
か
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
が
策
定
さ
れ
、
全
市
公
園
化
を
掲
げ
る
総
合
計
画
を
中
心
と
し
た

ま
ち
な
み
緑
化
体
制
が
整
っ
た
。
昭
和
五
十
一
年
に
は
小
学
校
、
幼
稚
園
、
下
水
処
理
場
な
ど
公
共
施
設
に
植
栽
が
施
さ
れ
た
ほ

か
、
新
清
掃
工
場
、
仮
称
山
手
第
二
小
学
校
、
三
条
小
学
校
な
ど
新
規
施
設
に
も
積
極
的
な
植
栽
が
施
さ
れ
る
計
画
が
立
て
ら
れ

た
。
小
規
模
な
街
路
事
業
も
多
く
進
め
ら
れ
、
昭
和
五
十
七
年
に
は
市
道
一
四
六
号
線
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
や
江
尻
川
緑
道
の
整
備

が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
時
期
の
ま
ち
な
み
緑
化
は
総
合
計
画
に
基
づ
い
た
公
共
的
な
施
策
と
し
て
の
も
の
が
多
い
。

　

昭
和
六
十
三
年
に
は
、
自
治
会
連
合
会
ほ
か
一
五
団
体
の
長
か
ら
、「
緑
化
協
会
」、「
花
と
緑
の
会
」
設
立
に
つ
い
て
の
意
見
を
聴

取
し
て
同
年
に
「
芦
屋
市
緑
化
協
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、「
緑
ゆ
た
か
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の
基
本
理
念
に
基
づ

き
、
行
政
の
手
の
届
か
な
い
民
有
地
の
、
よ
り
一
層
の
緑
化
に
よ
っ
て
、
花
と
緑
の
美
し
い
環
境
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
設
立
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
活
動
の
一
環
に
は
、
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
の
芦
屋
さ
く
ら
ま
つ
り
や
山
ま
つ
り
へ
の
参
加
も
あ
る
。
第
一
回

さ
く
ら
ま
つ
り
と
し
て
開
催
さ
れ
、
芦
屋
川
に
多
く
の
市
民
が
集
っ
た
。
同
年
十
月
に
は
、
あ
し
や
秋
ま
つ
り
も
開
催
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
祭
り
は
サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
と
並
ん
で
芦
屋
の
三
大
祭
り
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
秋
季
盆
栽
展
や
菊
花
展
示
会
の
共
催
、

平
成
二
か
ら
六
年
に
は
、
芦
屋
市
緑
化
協
会
、
市
内
関
係
者
と
共
催
し
て
あ
し
や
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、

平
成
五
年
の
ア
ー
ス
デ
ー
参
加
や
各
種
展
示
会
な
ど
、
ま
ち
な
み
緑
化
の
普
及
・
啓
発
が
広
く
展
開
さ
れ
た
。
後
、
平
成
九
年
に
解

散
さ
れ
る
ま
で
、
八
年
に
わ
た
っ
て
、
緑
化
相
談
、
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
の
貸
し
出
し
、
生
垣
な
ど
民
有
地
の
緑
化
助
成
な
ど
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が
行
な
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
緑
化
協
会
の
事
業
は
財
団
法
人
芦
屋
市
都
市
整
備
公
社
み
ど
り
の
課
へ
継
承
さ
れ
、
会
員
は
平
成
九
年
に
発
足
し
た
「
あ

し
や
花
と
緑
の
会
」
へ
統
合
さ
れ
た
。
本
会
は
花
苗
の
配
布
や
、
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
や
ポ
ッ
ト
の
貸
し
出
し
、
花
と
緑
の
た
よ
り

発
行
な
ど
の
事
業
を
推
進
し
た
。
平
成
九
年
度
に
は
会
員
総
数
三
〇
〇
五
人
、
平
成
十
年
度
は
三
一
三
一
人
、
平
成
十
一
年
度
は

三
二
〇
〇
人
と
多
く
の
会
員
を
集
め
た
が
、
平
成
十
二
年
度
に
六
七
七
人
に
な
り
、
六
一
一
人
と
な
っ
た
平
成
十
五
年
度
に
解
散
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

平
成
十
五
年
か
ら
は
、
市
か
ら
の
補
助
を
中
心
と
し
た
ま
ち
な
み
緑
化
推
進
へ
と
移
行
し
た
。
こ
れ
は
保
護
樹
等
保
存
奨
励
金
、

芦
屋
山
野
草
の
会
補
助
金
、
生
け
垣
緑
化
助
成
、
ま
ち
な
み
緑
化
助
成
、
緑
化
等
環
境
保
全
事
業
補
助
金
な
ど
か
ら
な
る
。
特
に
住

民
緑
化
団
体
育
成
助
成
金
は
、
平
成
十
五
か
ら
二
十
一
年
度
ま
で
、
三
〇
〇
万
円
程
度
の
予
算
規
模
、
五
二
か
ら
六
九
団
体
へ
の
助

成
を
継
続
し
て
お
り
、
広
く
市
民
に
ま
ち
な
み
緑
化
の
機
会
を
提
供
し
続
け
て
き
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災　
　

平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
は
、
歴
史
上
か
つ
て
な
い
大
震
災
に
遭
遇
し
た
年
で
あ
っ
た
。

　

本
市
で
は
、
被
災
直
後
か
ら
多
く
の
公
園
が
避
難
所
と
し
て
利
用
さ
れ
た
が
、
被
災
二
週
間
後
に
お
い
て
も
、
ま
だ
避
難
利
用
が

み
ら
れ
た
。
市
内
の
芦
屋
中
央
公
園
、
津
知
公
園
な
ど
が
特
に
多
く
の
避
難
者
に
利
用
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
避
難
生
活
は
長
期
継
続

の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
公
園
は
救
援
活
動
、
復
旧
、
復
興
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
り
、
震
災
ゴ
ミ
や
自
動
車
等
置
き
場

と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
り
し
た
。

　

平
成
七
年
度
に
お
い
て
は
、
本
市
に
と
っ
て
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
災
害
対
策
と
復
興
対
策
が
最
も
重
要
か
つ
緊
急
の
課
題
で
あ
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り
、
こ
れ
ら
の
対
策
に
関
す
る
種
々
の
事
業
が
取
り
組
ま
れ
た
。
ピ
ー
ク
時
に
は
二
万
人
余
の
避
難
者
を
収
容
し
て
い
た
五
二
か
所

の
避
難
所
は
応
急
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
な
ど
に
よ
り
、
六
月
十
八
日
に
閉
鎖
さ
れ
た
。
復
旧
作
業
と
し
て
は
ま
ず
、
道
路
や
下
水

道
、
学
校
園
施
設
、
社
会
教
育
施
設
、
そ
の
他
公
共
施
設
の
応
急
対
策
や
災
害
復
旧
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。

　

復
興
の
進
展　
　

平
成
七
年
七
月
に
は
、「
国
際
文
化
住
宅
都
市
・
芦
屋
」
の
復
興
を
図
る
た
め
、「
芦
屋
市
震
災
復
興
計
画
」
が
策

定
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
単
に
復
旧
・
再
生
す
る
の
で
は
な
く
、
快
適
で
安
全
な
ま
ち
、
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
、
人
々
の
ふ

れ
あ
い
と
文
化
豊
か
な
ま
ち
、
な
ど
を
め
ざ
し
て
震
災
復
興
に
取
り
組
む
こ
と
が
基
本
理
念
と
さ
れ
た
。
震
災
復
興
計
画
に
お
け
る

具
体
的
施
策
と
な
る
防
災
緑
地
軸
と
し
て
、
河
川
緑
地
軸
、
街
路
緑
地
軸
、
山
麓
緑
地
軸
、
海
際
緑
地
軸
な
ど
の
整
備
が
計
画
さ
れ

た
。
計
画
で
は
市
民
参
加
に
よ
る
市
街
地
の
復
興
と
し
て
、
住
民
意
向
の
把
握
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立
支
援
、
ま
ち
づ
く
り
専

門
家
な
ど
の
活
用
な
ど
が
め
ざ
さ
れ
た
。

　

平
成
八
年
に
入
る
と
道
路
や
下
水
道
施
設
、
公
園
・
緑
地
の
災
害
復
旧
工
事
も
お
お
む
ね
完
了
し
、
新
し
い
ま
ち
を
創
造
す
る
第

一
歩
と
し
て
多
く
の
復
旧
・
復
興
事
業
が
進
展
し
て
い
っ
た
。

　

平
成
八
年
度
を
、
本
市
で
は
「
復
興
元
年
」
の
年
と
位
置
づ
け
、
被
災
し
た
市
民
の
一
日
も
早
い
生
活
の
再
建
を
図
る
た
め
、
災

害
復
興
公
営
住
宅
の
建
設
や
市
街
地
の
整
備
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
た
。
同
年
、「
芦
屋
市
都
市
景
観
条
例
」
が
施
行
さ
れ
、
景
観
地

区
や
景
観
重
要
建
築
物
な
ど
の
指
定
、
大
規
模
建
築
物
な
ど
の
届
出
制
度
、
景
観
市
民
団
体
、
芦
屋
市
都
市
景
観
審
議
会
の
設
置
な

ど
が
定
め
ら
れ
た
。

　

平
成
九
年
に
は
長
ら
く
進
め
ら
れ
て
い
た
南
芦
屋
浜
埋
立
地
の
造
成
が
完
成
し
た
。
平
成
十
年
に
は
、
震
災
復
興
公
営
住
宅
の
入
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居
が
開
始
さ
れ
、
陽
光
緑
地
で
は
、
新
し
い
ま
ち
の
夢
と
希
望
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
市
民
に
も
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
と
、
記
念
植

樹
を
募
集
し
た
。
平
成
十
一
年
二
月
に
は
コ
ン
ペ
区
域
の
事
業
計
画
が
ま
と
ま
り
、
マ
リ
ー
ナ
、
親
水
公
園
を
核
と
し
た
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
を
活
か
し
た
芦
屋
に
ふ
さ
わ
し
い
二
十
一
世
紀
の
新
し
い
時
代
を
展
望
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
た
。

　

平
成
十
一
年
に
は
、
昭
和
四
十
八
年
に
施
行
さ
れ
た
「
緑
ゆ
た
か
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
も
全
面
改
正
さ
れ
た
。
平
成

十
二
年
五
月
に
は
、
住
環
境
の
保
全
お
よ
び
育
成
に
つ
い
て
、
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
資
す
る
た
め
、「
芦
屋
市
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
。
平
成
十
三
年
度
、
本
市
で
は
、
第
三
次
総
合
計

画
が
策
定
さ
れ
、
将
来
像
と
し
て
「
知
性
と
気
品
に
輝
く
活
力
あ
る
国
際
文
化
住
宅
都
市
」
を
掲
げ
、
諸
施
策
を
推
進
す
る
と
さ
れ

た
。
同
時
に
、「
美
し
い
自
然
環
境
を
暮
ら
し
に
活
か
す
」
ま
ち
づ
く
り
を
う
た
い
、
花
と
緑
を
テ
ー
マ
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
努
め
た
。
震
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る
公
園
・
緑
地
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
順
次
供
用
を
開
始
し
た
。

　

平
成
十
四
か
ら
十
五
年
に
か
け
て
は
、
市
内
の
区
画
整
理
事
業
が
順
次
完
了
し
、
公
園
整
備
な
ど
の
進
展
を
み
た
。
そ
れ
ら
の
公

園
の
多
く
は
、
住
民
が
協
働
し
て
合
意
形
成
す
る
手
法
の
一
つ
で
あ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
を
用
い
た
市
民
参
加
型
の
検
討
を
経

て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
市
民
参
画
を
、
よ
り
進
展
さ
せ
る
た
め
に
同
年
、「
芦
屋
市
住
民
緑
化
団
体
育
成
事
業
に
関
わ
る
助
成

金
交
付
要
綱
」
が
施
行
さ
れ
た
。
芦
屋
市
総
合
公
園
は
、
平
成
十
五
年
に
一
部
開
園
し
た
が
、
こ
れ
は
、
一
〇
万
二
四
五
平
方
メ
ー

ト
ル
と
い
う
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
近
郊
緑
地
特
別
保
全
地
区
と
し
て
は
本
市
の
会
下
山
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
指
定
さ
れ
た
。

同
年
に
は
、
芦
屋
キ
ャ
ナ
ル
パ
ー
ク
も
完
成
し
、
水
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
が
一
層
の
進
展
を
み
た
。

　

震
災
復
興
と
六
甲
山
系
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
整
備
事
業　
　

平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
六
甲
山
に
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七
七
〇
か
所
に
の
ぼ
る
崩
壊
地
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
そ
の
後
の
降

雨
な
ど
に
よ
っ
て
も
崩
壊
地
の
拡
大
や
新
た
な
崩
壊
の
発
生
が
み
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
を
受
け
て
、
今
度
は
国
、
県
、
市
が

一
体
と
な
っ
た
、
新
た
な
六
甲
山
系
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
整
備
事
業
が

よ
り
広
範
囲
で
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
崩
れ
た
土
砂
が
市
街
地
に
流

れ
な
い
よ
う
に
と
す
る
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
機
能
を
持
ち
、

住
民
の
憩
い
や
安
ら
ぎ
の
場
と
な
る
よ
う
に
、
災
害
に
強
い
山
づ
く

り
、
自
然
豊
か
な
森
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
10

‐
35
）。

　

一
例
を
あ
げ
る
と
、
平
成
十
四
年
に
は
、
三
条
地
区
の
森
づ
く
り

と
し
て
三
条
地
区
の
整
備
・
活
用
の
提
案
を
作
成
し
た
。
こ
の
提

案
は
、
行
政
か
ら
の
情
報
提
供
の
も
と
、
全
六
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
通
し
て
参
加
者
同
士
が
意
見
・
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
三

条
地
区
の
森
の
「
コ
ン
セ
プ
ト
」
や
「
ゾ
ー
ン
ご
と
の
方
針
」
に
つ

い
て
共
通
の
理
解
を
持
っ
た
、「
保
全
・
活
用
メ
ニ
ュ
ー
や
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
出
し
合
い
、
六
甲
砂
防
工
事
事
務
所
と
調
整
し
な
が
ら
「
整

10-35　六甲山系グリーンベルト整備事業
（出典）「国土交通省六甲砂防事務所ホームページ」
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備
の
方
向
」
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
三
条
地
区
の
森
は
、
六
甲
山
系
の
南
東
部
に
位
置
し
、
阪
神
間
の
大
都
市
に
近
接

し
て
い
る
こ
と
か
ら
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
地
区
で
は
急
な
斜
面
が
多
く
、
防
災
上
の
問
題
も
あ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
三
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
「
安
全
で
安
心
な
森
づ
く
り
」、「
持
続
可
能
な
環
境
と
豊
か
な
生
態
系
が
育

ま
れ
る
森
づ
く
り
」、「
歴
史
や
自
然
の
体
験
を
通
じ
て
人
が
学
び
、
成
長
す
る
森
づ
く
り
」
を
掲
げ
た
。
ま
た
、「
参
画
と
協
働
」
に

よ
る
森
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
行
政
と
市
民
が
協
力
・
連
携
す
る
役
割
分
担
を
定
め
た
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
森
ゾ
ー
ン
、
遺

跡
の
森
ゾ
ー
ン
、
高
座
川
水
系
の
森
ゾ
ー
ン
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
的
な
方
針
、
保
全
・
活
用
の
メ
ニ
ュ
ー
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

そ
し
て
整
備
の
方
向
が
定
め
ら
れ
た
。
以
後
、
こ
れ
ら
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
結
果
を
受
け
て
、
地
域
住
民
や
行
政
が
協
働
し
て
行

な
う
森
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
（
10
‐
36
）。

　

芦
屋
庭
園
都
市
宣
言　
　

平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
に
は
、
国
に
よ
り
「
景

観
緑
三
法
」
と
い
わ
れ
る
景
観
や
緑
地
に
関
す
る
景
観
法
と
都
市
緑
地
保
全
法
な

ど
が
公
布
さ
れ
、
景
観
や
緑
に
対
す
る
関
心
が
よ
り
高
ま
っ
た
。
本
市
で
は
、
市

民
参
画
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
経
て
、
宣
言
文
の
起
草
と
庭
園
都
市
づ
く
り

へ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
作
成
さ
れ
、「
芦
屋
庭
園
都
市
宣
言
」
が
提
案
さ

れ
た
（
10
‐
37
）。
第
三
次
芦
屋
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
ま
た
こ
の
宣
言
を
ス

タ
ー
ト
と
し
て
歴
史
あ
る
本
市
の
花
と
緑
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
推

進
し
、
市
民
と
の
参
画
と
協
働
に
よ
り
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
こ
と
と

10-36　三条地区の森つくり活動
　　　 WS で提案されたゾーニング
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な
っ
た
。

　

こ
の
「
芦
屋
庭
園
都
市
宣
言
」
を
受
け
て
、
次
の
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
実
行
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
ら

は
、
一
．
庭
園
都
市
情
報
の
収
集
と
発
信
、
二
．
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
実
施
、
三
．
緑
の
制
度
の
勉
強
会
、
四
．
緑
の
循
環
シ
ス

テ
ム
の
推
進
、
五
．
緑
の
交
流
会
、
な
ど
で
あ
る
。

　

平
成
十
七
年
に
は
、
第
三
次
芦
屋
市
総
合
計
画
を
実
行
す
る
た
め
に
、
後
期
基
本
計
画
案
が
策
定
さ
れ
、
同
時
に
芦
屋
市
第
二
次

環
境
計
画
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
震
災
復
興
十
年
、
芦
屋
市
ま
ち
・
人
・
く
ら
し
総
括
・
検
証
報
告
書
な
ど
が
作
成
さ
れ

た
。
さ
ら
に
平
成
十
八
年
に
は
芦
屋
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、
平
成
二
十
年
一
月
に
は
、
芦
屋
市
緑
の
基
本
計
画

や
森
林
整
備
計
画
が
具
体
的
な
目
標
を
明
確
に
し
て
策
定
さ
れ
る
な
ど
、
復
興
へ
の
総
括
が
行
な
わ
れ
て
い
っ
た
。

10-37　芦屋庭園都市宣言

芦
屋
庭
園
都
市
宣
言

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
芦
屋
は
、
山
・
川
・
海
に
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
も
と
、
文
化
性
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

二
十
一
世
紀
を
生
き
る
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
歴
史
あ
る
ま
ち
の
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
て
、
世
界
中
の
人
々
が
一
度
は
芦
屋
を
訪
れ

て
み
た
い
と
思
う
ま
ち
を
目
指
す
た
め
、
次
の
と
お
り
「
芦
屋
庭
園
都
市
」
を
宣
言
し
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は

　

今
あ
る
自
然
を
大
切
に
守
り
育
て
、
人
と
緑
の
調
和
を
目
指
し
ま
す
。

　

花
と
緑
い
っ
ぱ
い
の
美
し
く
潤
い
の
あ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

　

四
季
折
々
の
花
や
緑
に
囲
ま
れ
た
い
の
ち
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
す
。

　

花
と
緑
が
絶
え
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
み
ん
な
で
続
け
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
心
の
中
に
も
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

花
や
緑
を
愛
す
る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
ま
す
。

　
　
　

平
成
十
六
年
一
月
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芦
屋
市
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二
． 

震
災
復
興
の
ま
ち
づ
く
り
と
市
民
参
加

　

公
園
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
　

震
災
後
、
市
内
各
地
で
都
市
計
画
事
業
が
実
施
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
区
画
整
理
や
住
環
境
整

備
事
業
に
よ
る
公
園
の
整
備
が
進
展
し
、
公
園
づ
く
り
に
市
民
が
参
画
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
各
地
で
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
は
「
参
加
者
が
同
等
の
立
場
で
知
恵
や
創
意
を
出
し
合
い
、
協
働
し
あ
い
な
が
ら
、
何
か
を
創
造
し
て
い

く
活
動
、
手
法
、
あ
る
い
は
場
」
の
こ
と
を
さ
す
も
の
で
、
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
整
備
内
容
を
検
討
し
た
公
園
や
緑
地
と
し
て
は
、
芦
屋
市
総
合
公
園
、
大
桝
公
園
、
茶
屋
公
園
な
ど
が
あ
り
、「
公
園

で
の
夢
」、「
公
園
っ
て
な
に
」、「
公
園
見
学
会
」、「
こ
ん
な
公
園
が
欲
し
い
」、「
ど
ん
な
公
園
に
し
よ
う
」、「
公
園
の
プ
ラ
ン
を
検
討
す

る
」、「
こ
ん
な
公
園
が
で
き
る
」、「
仲
間
を
つ
く
ろ
う
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
議
論
を
重
ね
て
い
っ
た
。

　

災
害
復
興
公
営
住
宅
と
だ
ん
だ
ん
畑　
　

震
災
後
、
南
芦
屋
浜
災
害
復
興
公
営
住
宅
が
計
画
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
震
災
後

仮
設
住
宅
な
ど
か
ら
転
居
し
て
く
る
住
民
が
、
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
空
間
づ
く
り
が
検
討
さ
れ
た
。
草
花

や
樹
木
の
手
入
れ
な
ど
を
通
じ
て
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
と
し
て
愛
着
が
湧
く
よ
う
な
住
環
境
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
、
目
標
と
さ

れ
た
。
野
菜
畑
や
、
花
壇
な
ど
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
住
民
が
自
主
的
に
そ
れ
ら
の
管
理
に
携
わ
り
、
そ
の
結
果
、
高
齢
者
も
一
緒

に
な
っ
て
、
自
ら
の
環
境
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
空
間
が
計
画
さ
れ
た
。
ま
た
、
建
設
段
階
か
ら
も
住
民
が
参
加
で
き
る
よ

う
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
な
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
住
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
か
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
と
考
え
ら
れ
た
。

　

何
回
か
に
分
け
て
入
居
予
定
の
住
民
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、
新
し
い
住
ま
い
に
対
す
る
不
安
や
夢
、
暮
ら
し
に
必
要
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な
も
の
、
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
ま
た
、
植
物
や
自
治
会
な
ど
具
体
的
に
将
来
の
生
活
像
に
つ
い
て
も
語
り

合
っ
た
。
特
に
屋
外
で
は
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
仕
掛
け
や
造
形
作
家
の
田
甫
律
子
氏
が
デ
ザ
イ
ン
し
、
だ
ん
だ
ん
畑
楽
農
倶
楽
部

（
10
‐
38
）
と
名
付
け
ら
れ
た
畑
の
制
作
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
な
わ
れ
た
。

　

こ
の
だ
ん
だ
ん
畑
は
、
住
居
部
分
に
囲
ま
れ
る
よ
う
に
位
置
す
る
壮
大
な
造
形
で
、
県
営
住
宅
、
市
営
住
宅
の
中
心
部
分
に
そ
れ

ぞ
れ
設
置
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
入
居
者
全
員
が
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
の
農
園
活
動
と
し
て
、
野
菜
の
栽
培
や
、
草
花
の
植
栽
な
ど
を

行
な
い
、
こ
れ
ら
を
き
っ
か
け
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
が
期
待
さ
れ
て
き
た
（
10
‐
39
・
10
‐
40
）。

（上）10-38　南芦屋浜のだんだん畑
（中）10-39　だんだん畑での活動
（下）10-40　さやえんどう畑六
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市
民
参
画
の
進
展　
　

平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
度
は
、
花
と
音
楽
に
感
動
し
、
み
ん
な
が
笑
顔
で
集
え
る
場
と
し
て
、

「
A
S
H
I
Y
A
さ
く
ら
F
E
S
T
I
V
A
L 

～
美
し
い
街
・
芦
屋
の
復
活
を
願
っ
て
～
」 

が
開
催
さ
れ
た
。
平
成
七

（
一
九
九
五
）
年
度
、
花
や
緑
を
生
か
し
た
市
民
文
化
と
し
て
、
三
大
ま
つ
り
で
は
、「
さ
く
ら
ま
つ
り
」
を
「
A
S
H
I
Y
A 

さ

く
ら
F
E
S
T
I
V
A
L 

」
と
し
た
。
平
成
八
年
四
月
に
は
、
山
手
緑
地
が
完
成
し
、
地
域
の
人
と
一
緒
に
、「
み
ど
り
の
日
」
に

完
成
式
が
行
な
わ
れ
た
。
緑
地
の
地
下
に
は
、
耐
震
型
防
火
水
槽
が
設
置
さ
れ
、
池
の
水
は
井
戸
水
を
利
用
す
る
な
ど
、
災
害
に
も

備
え
て
い
る
。
市
で
は
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
忘
れ
な
い
た
め
の
記
念
植
樹
」
を
行
な
っ
た
。
平
成
十
年
四
月
の
さ
く
ら
ま
つ
り

に
は
、
約
六
万
六
〇
〇
〇
人
の
、
八
月
の
サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
に
は
約
一
三
万
人
の
人
出
が
あ
る
な
ど
、
震
災
後
、
市
民
に
も
よ
う

や
く
心
の
余
裕
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

平
成
十
六
年
度
で
は
庭
園
都
市
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
芦
屋
庭
園
都
市
コ
ー
ナ
ー
」
が
設

け
ら
れ
、
花
と
緑
に
関
す
る
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
八
月
に
は
「
緑
の
勉
強
会
」
が
、
十
一
月
に
は
「
緑
の
交
流
会
」
が
実

施
さ
れ
た
。
国
体
に
向
け
て
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
る
芦
屋
川
左
岸
線
か
ら
芦
屋
浜
線
に
、
さ
ら

に
宮
川
線
の
国
道
二
号
以
南
に
プ
ラ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
市
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
り
、
花
づ
く
り
が
実
施
さ
れ
た
。

　

緑
化
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
講
習
会
と
し
て
、
花
と
緑
の
講
習
会
が
定
例
会
、
年
間
講
座
な
ど
の
形
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
花
と
緑
に
関
す
る
緑
化
相
談
は
芦
屋
市
総
合
公
園
の
緑
の
相
談
所
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
市
民
は
こ
れ
ら
の
機
会
を
活
用
し
て

緑
化
活
動
に
参
画
し
て
い
る
。
景
観
や
環
境
に
関
わ
る
市
民
グ
ル
ー
プ
の
活
動
と
し
て
は
、「
芦
屋
川
に
魚
を
増
や
そ
う
会
」、「
芦
屋

の
自
然
を
守
る
会
」、「
芦
屋
の
自
然
林
を
守
る
会
」、「
芦
屋
の
景
観
を
考
え
る
会
」、「
芦
屋
の
ゴ
ミ
を
考
え
る
会
」、「
芦
屋
登
山
会
」、
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「
芦
屋
洋
館
建
築
研
究
会
」
な
ど
が
あ
り
多
彩
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

三
． 

新
た
な
展
開
を
み
せ
る
市
民
活
動

　

あ
し
や
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン　
　

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ

れ
、
平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
に
宣
言
さ
れ
た
「
芦
屋
庭
園
都
市
宣

言
」
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
市
民
が
個
人
の
庭
や
公
共
の

場
で
花
壇
づ
く
り
な
ど
を
し
て
い
る
場
所
を
公
開
す
る
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ

ン
が
実
施
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
平
成
十
八
年
に
は
、「
第
一
回
あ
し
や

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」
が
開
催
さ
れ
た
。
平
成
十
八
年
の
参
加
状
況
は
、

公
開
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
（
地
域
住
民
の
手
に
よ
る
公

共
空
間
な
ど
を
活
用
し
た
も
の
）
が
三
四
か
所
、
個
人
の
庭
園
が
四
か
所

で
あ
っ
た
。
店
舗
は
ゼ
ロ
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
毎
年
参
加
が
増
え
て
い

る
。
参
加
募
集
は
市
の
広
報
紙
や
市
内
の
公
共
掲
示
板
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
行
な
う
一
方
、
市
か
ら
補
助
金
を
受
け
て
活
動
し
て
い
る
市
内
の

緑
化
グ
ル
ー
プ
に
も
呼
び
か
け
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（
グ
ル
ー
プ
単
位
）
の
参
加
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
個
人
の
参
加
は
ま

10-41　オープンガーデンの様子
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だ
少
な
い
。
開
催
期
間
は
四
月
の
数
日
間
で
あ
る
。
平
成
二
十
年
の
第
三
回
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
で
は
、
市
内
五
一
か
所
で
開
催
さ

れ
た
（
10
‐
41
）。

　

今
後
は
、
個
人
庭
園
の
参
加
と
見
学
者
を
増
や
し
、
マ
ナ
ー
（
見
学
者
）
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
参
加
者
や
来
訪
者
と
の
交
流
が
深
ま
っ
て
「
芦
屋
市
庭
園
都
市
宣
言
」
を
実
現
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

持
続
可
能
な
庭
園
都
市
を
め
ざ
し
て　
　

平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
に
起
草
さ
れ
た
芦
屋
市
庭
園
都
市
宣
言
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
緑
の
交
流
会
を
開
催
し
、
既
存
の
市
民
活
動
団
体
の
交
流
会
や
仲
間
づ
く
り
の
交
流
会
、
団
体
間
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
、
地
域
で
の
交
流
な
ど
の
機
会
を
設
け
た
り
し
て
い
る
。
花
と
緑
に
関
す
る
助
成
制
度
と
し
て
は
、
緑
化
等
環
境
保

全
事
業
助
成
（
平
成
二
十
二
年
終
了
予
定
）
や
、
住
民
緑
化
団
体
育
成
事
業
に
係
る
助
成
な
ど
が
あ
る
。
平
成
十
八
年
に
は
、
の
じ

ぎ
く
兵
庫
国
体
が
開
催
さ
れ
、
本
市
も
競
技
の
場
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
お
も
て
な
し
の
心
」
を
表
現
す
る
た

め
に
、
一
層
の
緑
化
に
努
め
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
市
で
は
、
昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）
年
に
「
芦
屋
国
際
文
化
住
宅
都
市
建
設
法
」
と
い
う
先
進
的
な
法
律
が

制
定
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
平
成
十
六
年
の
「
芦
屋
庭
園
都
市
宣
言
」
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
な
か
で
国
際
的

で
美
し
い
景
観
を
有
す
る
庭
園
都
市
が
め
ざ
さ
れ
て
き
た
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
は
市
民
活
動
も
さ
ら
に
積
極
的
に
機
能
し
、
新

し
い
芦
屋
市
の
姿
を
模
索
し
な
が
ら
、
緑
あ
ふ
れ
る
都
市
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
成
熟
社
会
を
迎
え
る
な
か
、
ど

の
よ
う
に
効
率
よ
く
快
適
で
緑
豊
か
な
、
そ
し
て
美
し
い
景
観
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
か
は
大
き
な
課
題
で
も
あ
る
。

六
八
二

第
一
〇
章

ま
ち
の
景
観　

み
ど
り
の
保
全
と
整
備




